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調査概要

１．調査対象

旭化成へーベルハウスでの二世帯同居経験がある世帯を対象とし、

二世帯住宅居住約20年目（1979年～1982年入居者）家族の

【入居当初の子世帯妻】【入居当初の親世帯妻】を対象とした。

（※但し、各々世帯の妻が記入できない場合は該当世帯の【夫】に記入をお願いしている。）

２．調査方法

郵送法

対象世帯に調査依頼と調査票、謝礼を同封し、留置自記入で回答していただいた。

またアンケート発送約１週間後に督促ハガキを発送。

３．有効発送数と有効回収サンプル数
有効発送数 ： 【入居当初の子世帯妻】、【入居当初の親世帯妻】　各749サンプルずつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（転居先不明12サンプルを除く）
有効回収サンプル数

： 【入居当初の子世帯妻】　N=307（回収率41％）
　 【入居当初の親世帯妻】　N=212（28％）
※回収サンプル数には【夫】の記入も含む。
※対象外世帯（二世帯経験なし）や該当世帯が死亡・転居等で記入者がいない場合はアンケートの廃棄を
　をお願いし回収の対象外とした。　

４．調査期間

2002年７月９日（発送）～７月23日（対象者投函〆切）

８月１日までに回収されたサンプルを全て対象とした。

５．調査実施機関

㈱マーケティングディレクションズ

千代田区九段北１－５－１０　九段有楽ビル２F　03-3230-0431

６．対象世帯プロフィール（属性等は本文／子世帯307世帯）

（子）新築入居年

全体 昭和54
年

昭和55
年

昭和56
年

昭和57
年

昭和58
年

昭和59
年

不明

307 6.8 20.5 33.2 35.2 3.9 0.3 0.0

F1-2.同居されたのは

4.315.679.8307

不明
新築入居
と同居の
年は違う

新築入居
した年と
ほぼ同じ

全体

F6.現在／二終－外階段は

2.083.40.01.30.712.7307

不明
外階段は
つけてい
ない

親世帯用
の外階段
を同居の

親世帯用
の外階段
が新築時

子世帯用
の外階段
を同居

子世帯用
の外階段
が新築時

全体

F5.現在／二終－建物回数

0.30.32.097.40.0307

不明その他3階建て2階建て1階建て
全体
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調査結果の概要
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20年という年月は二世帯同居の家族にとってもひとそれぞれにとっても大きな変化

をもたらします。

家族の「かたち」も含めた“ヒューマン”の変化はもちろん、家族の行動の決める“ソフ

ト”、うつわとしての“ハード”といろいろな変化が家族にもちあがります。

①ヒューマン：家族構成の変化／ライフスタイルの変化、家族におこる事件、トピックス

②ハ ー ド ：建物・設備・機能の変化とリフォーム（場所・理由）／共用部分

③ソ　 フ 　ト ：相続、介護、子供の成長による問題の発生

二世帯同居の家族の20年間におこる変化について、まず第一章でまとめてみます。

第一章 20年間の二世帯同居家族の変化
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①二世帯同居家族のプロファイルと２０年の変遷（ヒューマン）

１．家族人数

二世帯新築時「６人家族」が多い世帯も現在は平均４．３人になっている。

２０年前６人以上で出発している家族は５５％を占めている。２０年後の現在、「６人以上家族」は２３％

に過ぎない。家族の誕生もあるが、悲しい別れを経験している。

２０年前子世帯が４０才台で家族の最盛期だった家族も、もう６０代。現在６０代以上の家族で「６人以上

家族」は１０％と、同居を続けていても少なくなっている。

２０年前新築時の家族人数

現在の家族人数

２０年前のピーク

Q37-1.同居当初の同居人数
全体 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 ９人 10人 不明

子世帯全数 307 0.0 0.0 2.3 16.9 23.1 37.1 16.0 1.3 0.0 0.3 2.9
同居状況 同居継続者 209 0.0 0.0 1.4 20.1 23.0 35.4 15.3 1.9 0.0 0.5 2.4
F4-2 現在非同居者 98 0.0 0.0 4.1 10.2 23.5 40.8 17.3 0.0 0.0 0.0 4.1
　　現時点の 息子夫婦同居 157 0.0 0.0 1.9 21.7 22.3 36.3 13.4 1.9 0.0 0.6 1.9
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 0.0 0.0 0.0 15.4 25.0 32.7 21.2 1.9 0.0 0.0 3.8
　　現時点 40代以下 70 0.0 0.0 2.9 32.9 28.6 31.4 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 0.0 0.0 0.0 14.2 19.8 39.6 22.6 1.9 0.0 0.9 0.9
　　(Q38-8) 60代以上 20 0.0 0.0 0.0 15.0 25.0 35.0 15.0 10.0 0.0 0.0 0.0

Q37-2.現時点の同居人数
全体 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 ９人 10人 不明

子世帯全数 307 0.7 13.0 19.2 21.2 20.2 16.9 5.2 0.3 0.0 0.3 2.9
同居状況 同居継続者 209 0.0 1.4 16.7 20.1 26.8 23.9 7.7 0.5 0.0 0.5 2.4
F4-2 現在非同居者 98 2.0 37.8 24.5 23.5 6.1 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.1
　　現時点の 息子夫婦同居 157 0.0 1.9 15.3 19.1 28.0 27.4 6.4 0.0 0.0 0.0 1.9
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 0.0 0.0 21.2 23.1 23.1 13.5 11.5 1.9 0.0 1.9 3.8
　　現時点 40代以下 70 0.0 0.0 2.9 12.9 34.3 40.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 0.0 0.9 21.7 24.5 24.5 17.0 8.5 0.9 0.0 0.9 0.9
　　(Q38-8) 60代以上 20 0.0 5.0 35.0 30.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（人） （％）

（人） （％）
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２．家族の年齢

単純に言えば、子世帯も親世帯も２０才歳をとります。

これは当然わかっていることですが、現実感をもって当初からの予測がユーザーにはできない

様です。

二世帯新築時、親世帯（父６７才、母６２才）は平均で６０代。まだまだ仕事も現役の人もおり、リタイヤしても

家庭人ではバリバリの現役であった。２０年で８０才代に。悲しい別れ（死亡）もあります。

子世帯（夫３７才、妻３４才）は平均で３０代、２０年で夫は５０才代後半。公私共に現役であるが、そろそろ

社会人としてのゴールを考え始め、身体も無理がきかないと思う年代に。

お父様 → 82 66.6　才

お母様 → 92 62.0　才

あなた様または配偶者の

ご兄弟・姉妹（１）
→ 18 33.2　才

あなた様または配偶者の

ご兄弟・姉妹（２）
→ 　3 30.2　才

祖父様 → 　1 83.0　才

祖母様 → 　3 81.8　才

ご主人様 → 95 32.4　才

奥様（あなた様） → 96 34.1　才

お子様（１）《男／女》 → 73 　8.9  才

その配偶者 → （－） （－） 才

お子様（２）《男／女》 → 52 7.5  才

その配偶者 → （－） （－） 才

お子様（３）《男／女》 → 11 　6.7  才

お子様（３）《男／女》 → － － 才

その配偶者 → （－） （－） 才

お子様（４）《男／女》 → － － 才

その配偶者 → － － 才

お子様（１）《男／女》 → － － 才

お子様（２）《男／女》 → － － 才

【同居率は】【平均年齢は】親
世
帯
様
（あ
な
た
様
ま
た
は
配
偶
者
様
の
）

同居当初の同居ご家族構成

子
世
帯
様
（あ
な
た
様
の
世
帯
）

お父様 → 28 80.6　才

お母様 → 57

10

2

（－）

（－）

79.2　才

あなた様または配偶者の

ご兄弟・姉妹（１）
→ 57.7　才

あなた様または配偶者の

ご兄弟・姉妹（２）
→ 51.1　才

祖父様 → （－） 才

祖母様 → （－） 才

ご主人様 → 90

奥様（あなた様） 96

61

2

51

1

11

0

1

0

2

1

0

お子様（１）《男／女》

その配偶者

お子様（２）《男／女》

その配偶者

お子様（３）《男／女》

その配偶者

お子様（４）《男／女》

その配偶者

お子様（１）《男／女》

お子様（２）《男／女》

お子様（３）《男／女》

57.0　才

→ 53.7　才

→ 23.5　才

→ 79.4  才

→ 20.7　才

→ 31.7  才

→ 19.2　才

→ 才

→ （－）才

→ 13.3  才

→ （－）才

→ 8.1 才

→ 10.3 才

親
世
帯
様
（あ
な
た
様
ま
た
は
配
偶
者
様
の
）

現時点（ｱﾝｹｰﾄご記入時点の）同居ご家族構成

子
世
帯
様
（あ
な
た
様
の
世
帯
）

4.3人5.5人平均家族人数

【同居率は】【平均年齢は】 【同居率は】【平均年齢は】

【同居率は】【平均年齢は】

・　・　・・　・　・　・

（％） （％）

子世帯としてスタートした時点では、自分の老後（老化？）についてほとんど考慮していなかった。２０年の間に、夫も含めて子世帯も

充分高齢化してきている。二階建て二世帯住宅の二階部分で暮らしていたが、外部との応対にはその都度階段を昇降しなければなら

ず、その頻度が多くなって負担である。また親世帯は現在は重度要介護状態なので、形の上では二世帯であるが、実態は完全にひと

つの世帯となっている。そのため、設備面では重複したり不要となっている部分も多い。建築にあたっては目的を明確にして、そのた

めの準備を先の方まで考えておくのが良いと思う。高齢社会に向け、バリアフリーや万が一車椅子になったときの事を考え、トイレや居

間のドア間口等もっと広くしておけば良かった。

二世帯同居ユーザーの変化の実感

①二世帯同居家族のプロファイルと２０年の変遷（ヒューマン）
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同居
継続者

68%

同居
中断者

32%

３．二世帯同居の親子続柄

夫の親と同居７６．５％、妻の親と同居２３．５％　（同居当初）

現在の子世帯年齢の中心５０代では「妻の親と同居（現在）」が３２％とやや高くなっている。

二世帯同居生活の不満者の中に「妻の親同居」者がやや少ないことがひとつの示唆となっている。

夫の親と同居　７６．５％
妻の親と同居
　２３．５％

４．二世帯の解消

二世帯同居でスタートしたへーべりアンも２０年間に「二世帯同居」を１/３（３２％）が解消している。

これは親の死亡別離という悲しい現実に拠っている。

同居解消のタイミングは１６～２０年目が大きな節目になっている。

／同居解消１～５年目１０％、６～１０年目１６％、１１～１５年目２８％、１６～２１年目４５％

～５年目まで 30

～10年目まで 42

～15年目まで 44

～20年目まで 44

それ以上 3

　　（延合計） 163

0回　 7％

1回　32％

2回　54％

3回
以上 7％

同居中断者の家族死亡年度／回数

＝〔平均1.63回の死亡発生〕

%

①二世帯同居家族のプロファイルと２０年の変遷（ヒューマン）

（子）F4-1.同居当初の親子関係
全体 夫の親 妻の親 夫の親と

妻の親両
方

子世帯全数 307 76.5 23.5 0.0
同居状況 同居継続者 209 75.1 24.9 0.0
F4-2 現在非同居者 98 79.6 20.4 0.0
　　現時点の 息子夫婦同居 157 100.0 0.0 0.0
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 0.0 100.0 0.0
　　現時点 40代以下 70 82.9 17.1 0.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 67.9 32.1 0.0
　　(Q38-8) 60代以上 20 95.0 5.0 0.0
　　現在/二世帯同居40坪未満 43 74.4 25.6 0.0
　　最終時点の 40～50坪未満 61 80.3 19.7 0.0
　　延べ床面積 50～60坪未満 50 70.0 30.0 0.0
　　(F7-2) 60坪以上 44 70.5 29.5 0.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 80.4 19.6 0.0
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 71.2 28.8 0.0
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 70.8 29.2 0.0
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 77.6 22.4 0.0
  台･浴･玄は共用、子世帯ﾐﾆｷｯﾁﾝ 15 60.0 40.0 0.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 73.2 26.8 0.0
　　満足度 少し満足 53 67.9 32.1 0.0
　　(Q6) 不満者計 34 85.3 14.7 0.0

同
居
継
続
者

（子）F4-2.現時点での親子関係
夫の親 妻の親 夫の親と

妻の親両
方

現在同居
の親はな
し

51.1 16.9 0.0 31.9
75.1 24.9 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 100.0

100.0 0.0 0.0 0.0
0.0 100.0 0.0 0.0

82.9 17.1 0.0 0.0
67.9 32.1 0.0 0.0
95.0 5.0 0.0 0.0
74.4 25.6 0.0 0.0
80.3 19.7 0.0 0.0
70.0 30.0 0.0 0.0
70.5 29.5 0.0 0.0
80.4 19.6 0.0 0.0
71.2 28.8 0.0 0.0
70.8 29.2 0.0 0.0
77.6 22.4 0.0 0.0
60.0 40.0 0.0 0.0
73.2 26.8 0.0 0.0
67.9 32.1 0.0 0.0
85.3 14.7 0.0 0.0
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0

2

0

0

1

５．二世帯同居家族の２０年間の変化年表

☆２０年間に４つ位の変化の山が生じる。

　特に１５年をむかえるころから２０年では家族にとって激動のステージ。

孫の誕生は二世帯新居を待ちわびた様に、同居スタートすぐから５年の間に集中します。

又、悲しい家族の死去もスタートしてからすぐにあります。６～１０年、１１～１５年、１６～２０年と４世帯

に１世帯の割合で、家族の死去はおこっていしまいます。

就職・結婚が家族の中でおこるのは１５年を過ぎるころからぐんと増えます。

家族に大きな病気・健康問題がおこるのは５年を過ぎて多くなり、１５年を過ぎると３世帯に１世帯を越

えるほどの高率で発生してしまいます。

おめでたい
誕生 32％

［同居５年までに集中］

69

［２０年を通して発生］

悲しい
死亡

＝ ＝
仕事　転勤・転職　18　／就職　48

結婚　34　、病気・健康問題　52

新同居

再同居

11

7
20 別居

うれしい出会い さびしい別れ

20 19 18
15

20
15 14

19
16

19
15 15 16 18

28

22
26 26

29

36

25

9
4

合計 20191815 20 15 14 19 16 19 15 15 16 18 28 22 26 26 29 36 25 9 4

1
年
内

1
年
目

2
年　

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
該
当
率

小計 14 13 13 10 12 9 6 10 7 6 6 5 5 7 9 8 9 6 9 11 8 3 0

小計 6 6 5 5 8 6 8 9 9 13 9 10 11 11 19 14 17 20 20 25 17 6 4

32

69

20

11

　
7

28

48

34

52

3

ご家族の誕生はいつあり
ましたか

ご家族がお亡くなりに

なったのは

別居があった年は

新同居があったのは

もといた人の再同居が

あったのは

誰かが転勤・転職した

のは

誰かが就職したのは

誰かが結婚したのは

誰かに大きな病気・健康
問題がおこったのは

賃貸として直系家族以外
に貸したことのあるのは

初期調整期 第一調整期 第ニ調整期 第三調整期

同
居
数
の
変
化
は

生
活
変
化
は

家族同居数変化

家族の生活変化

１～５年目 ６～１０年目 １１～１５年目 １６～２０年目

年次

％

０年

41

18

7

4

1

6

24

4

1

0

0

27

11

2

3

10

4

3

13

6

6

14

7

20

1

10

19

13

21

2

13

27

24

35

0

0

4

3

3

0

2

1

0

2

1

1

25

4

1

3

6

3

1

4

0

家族の「変化」の２０年の歩み（発生率）

①二世帯同居家族のプロファイルと２０年の変遷（ヒューマン）



11

１．二世帯型同居住宅の基本スペック

台所・浴室・玄関が別の独立型が約５割

へーベルハウスが提案する二世帯同居型住宅は「台所」が独立した型です。これに「浴室」「玄関」も世帯別に

なる独立型が約５割のユーザーの割合を占めます。この独立型は建物の床面積（延べ建坪）が若干大きく建

てるユーザーの割合が高くなっています。

台所が独立で「浴室」と「玄関」を二世帯共用にしている世帯は全体で２７％となっています。この型は建坪４０

坪未満の比較的小さく建てているユーザーに多くなっています。

行き来
不可

行き来
可

▲

Q20.同居当初の建物分離状態
全体 台･浴･玄

は各世帯
１つ、行
き来不可

台･浴･玄
は各世帯
１つ、行
き来可

台･浴は
各世帯に
１つ、玄
関は共用

台は各世
帯に１
つ、浴･
玄は共用

台･浴･玄
は共用、
親世帯ﾐﾆ
ｷｯﾁﾝ

台･浴･玄
は共用、
子世帯ﾐﾆ
ｷｯﾁﾝ

その他 不明

子世帯全数 307 22.5 26.4 13.0 26.7 1.0 5.9 3.9 0.7
同居状況 同居継続者 209 24.4 24.9 11.5 27.8 0.0 7.2 4.3 0.0
F4-2 現在非同居者 98 18.4 29.6 16.3 24.5 3.1 3.1 3.1 2.0
　　現時点の 息子夫婦同居 157 26.1 23.6 10.8 28.7 0.0 5.7 5.1 0.0
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 19.2 28.8 13.5 25.0 0.0 11.5 1.9 0.0
　　現時点 40代以下 70 24.3 22.9 11.4 27.1 0.0 10.0 4.3 0.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 24.5 25.5 11.3 26.4 0.0 7.5 4.7 0.0
　　(Q38-8) 60代以上 20 30.0 30.0 5.0 30.0 0.0 0.0 5.0 0.0
　　現在/二世帯同居40坪未満 43 27.9 14.0 4.7 37.2 0.0 14.0 2.3 0.0
　　最終時点の 40～50坪未満 61 9.8 16.4 23.0 37.7 0.0 6.6 6.6 0.0
　　延べ床面積 50～60坪未満 50 34.0 38.0 4.0 18.0 0.0 4.0 2.0 0.0
　　(F7-2) 60坪以上 44 22.7 38.6 9.1 18.2 0.0 4.5 6.8 0.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
  台･浴･玄は共用、子世帯ﾐﾆｷｯﾁﾝ 15 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 27.7 24.1 11.6 25.0 0.0 4.5 7.1 0.0
　　満足度 少し満足 53 24.5 28.3 15.1 24.5 0.0 7.5 0.0 0.0
　　

②二世帯同居家族のうつわ（建物／ハード）と変化

(Q6) 不満者計 34 8.8 20.6 5.9 47.1 0.0 14.7 2.9 0.0

同
居
継
続
者

台所・浴室・
玄関とも独立
中で二世帯の
行き来ができない
(完全独立型)
２３％

台所・浴室・
玄関とも独立
中で二世帯の
行き来ができる
(準独立型)
２６％

台所・
浴室独立
玄関共用
１３％

台所は独立
浴室・玄関共用
２７％

台所・浴室・玄関共用
親世帯にミニキッチン
１％

台所・浴室・玄関共用
子世帯にミニキッチン
６％

その他不明　５％

独

立

型

４９

％
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２．二世帯同居型住宅ユーザーの土地面積

６０坪台１６％、５０坪台１５％のユーザーがピークで多い。５０坪未満は２０％、

７０坪～９０坪台３４％、１００坪以上１４％のユーザーがいる。

３．二世帯同居型住宅の建坪（総床面積）

４０坪台３３％、５０坪台２４％の集中が高い。

共用部分が多いユーザーは３０坪台、４０坪台の土地からの制約もかい間みられる。

F7-1.現在/二終-土地面積は
全体 30坪未満 30～40坪

未満
40～50坪
未満

50～60坪
未満

60～70坪
未満

70～80坪
未満

80～90坪
未満

90～100
坪未満

100坪以
上

不明

子世帯全数 307 1.3 6.8 11.4 15.3 15.6 12.4 12.1 9.1 14.0 2.0
同居状況 同居継続者 209 1.4 7.2 8.6 14.8 17.2 12.0 12.9 7.7 15.8 2.4
F4-2 現在非同居者 98 1.0 6.1 17.3 16.3 12.2 13.3 10.2 12.2 10.2 1.0
　　現時点の 息子夫婦同居 157 1.3 7.0 8.9 14.0 19.1 10.8 12.7 7.0 15.9 3.2
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 1.9 7.7 7.7 17.3 11.5 15.4 13.5 9.6 15.4 0.0
　　現時点 40代以下 70 2.9 7.1 12.9 14.3 14.3 10.0 14.3 5.7 14.3 4.3
　　子世帯妻の年代 50代 106 0.9 7.5 6.6 14.2 17.9 12.3 13.2 9.4 16.0 1.9
　　(Q38-8) 60代以上 20 0.0 5.0 5.0 5.0 25.0 20.0 15.0 10.0 15.0 0.0
　　現在/二世帯同居40坪未満 43 4.7 20.9 23.3 16.3 7.0 9.3 11.6 0.0 4.7 2.3
　　最終時点の 40～50坪未満 61 0.0 4.9 11.5 23.0 29.5 8.2 8.2 9.8 4.9 0.0
　　延べ床面積 50～60坪未満 50 2.0 2.0 2.0 14.0 18.0 22.0 16.0 8.0 16.0 0.0
　　(F7-2) 60坪以上 44 0.0 2.3 0.0 4.5 13.6 9.1 11.4 13.6 45.5 0.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 0.0 9.8 9.8 11.8 13.7 15.7 11.8 3.9 15.7 7.8
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 1.9 1.9 1.9 11.5 17.3 13.5 15.4 11.5 25.0 0.0
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 0.0 8.3 4.2 25.0 33.3 8.3 0.0 12.5 4.2 4.2
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 3.4 8.6 6.9 17.2 20.7 12.1 15.5 3.4 12.1 0.0
  台･浴･玄は共用、子世帯ﾐﾆｷｯﾁﾝ 15 0.0 13.3 33.3 6.7 0.0 6.7 6.7 13.3 20.0 0.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 1.8 7.1 12.5 14.3 13.4 11.6 16.1 5.4 15.2 2.7
　　満足度 少し満足 53 0.0 7.5 1.9 13.2 26.4 15.1 3.8 9.4 20.8 1.9
　　(Q6) 不満者計 34 2.9 5.9 8.8 20.6 14.7 11.8 17.6 11.8 5.9 0.0

同
居
継
続
者

F7-2.現在/二終-建物面積は
全体 30坪未満 30～40坪

未満
40～50坪
未満

50～60坪
未満

60～70坪
未満

70坪以上 不明

子世帯全数 307 5.2 13.4 32.9 24.1 12.1 6.8 5.5
同居状況 同居継続者 209 6.2 14.4 29.2 23.9 12.4 8.6 5.3
F4-2 現在非同居者 98 3.1 11.2 40.8 24.5 11.2 3.1 6.1
　　現時点の 息子夫婦同居 157 5.7 14.6 31.2 22.3 12.7 7.0 6.4
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 7.7 13.5 23.1 28.8 11.5 13.5 1.9
　　現時点 40代以下 70 8.6 8.6 20.0 32.9 10.0 10.0 10.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 4.7 17.0 34.9 20.8 13.2 6.6 2.8
　　(Q38-8) 60代以上 20 10.0 15.0 25.0 15.0 20.0 15.0 0.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 9.8 13.7 11.8 33.3 11.8 7.8 11.8
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 5.8 5.8 19.2 36.5 17.3 15.4 0.0
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 4.2 4.2 58.3 8.3 12.5 4.2 8.3
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 3.4 24.1 39.7 15.5 8.6 5.2 3.4
  台･浴･玄は共用、子世 15 6.7 33.3 26.7 13.3 6.7 6.7 6.7
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 7.1 13.4 27.7 27.7 9.8 8.9 5.4
　　満足度 少し満足 53 3.8 9.4 30.2 20.8 20.8 11.3 3.8
　　(Q6) 不満者計 34 8.8 23.5 32.4 20.6 8.8 2.9 2.9

同
居
継
続
者

20年の間に88％の世帯がリフォームを実施
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２．増改築等リフォーム実施

「内装のリフォーム」は６割の世帯で実施。「新設備への交換リフォーム

（給湯器・ガスコンロ・換気扇・冷暖房当）」も５８％とほぼ６割の世帯で行なっている。

その他「水廻りの交換リフォーム（浴室・洗面所・キッチン・トイレ等）」も４４％の世帯で実施してい

る。「水廻り」は特に子世帯６０代以上の上の世代で６５％実施と高い。

「増築」は全体で２０％の実施。子世帯で現４０代の若い世帯で実施がやや高い。

「改築」は全体で２６％が実施。

•増築（ﾍﾞﾗﾝﾀﾞに部屋をもうける・ｻﾝﾙｰﾌをつくる
　　　　　　　　　・屋上に一部屋つくるなども含む）

•改築（間取りの変更－間仕切りをはずす・削る

　　　　　　　　　　　　　　・移動する・新たにつくる）

•内装を美しくするリフォーム（クロス・床

　　　　　　　　　　　　　　　・カーペットの張り替え）

•高齢化対応リフォーム（車椅子対応・段差の解消

　　　　　　　　　・てすり・すべり止めの取り付け）

•新設備への交換リフォーム（給湯器・ガスコンロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　・換気扇・冷暖房等）

•水廻りの交換リフォーム（浴室・洗面所

　　　　　　　　　　　　　　・キッチンセット・トイレ等）

20

26

60

17

58

44

・　・

（Ｎ＝全体／307）　実施率

20

26

60

17

58

44

実施した

してない
１２

同居継続者　88

〃 解消者　87

88
88
87

Q22.リフォーム実施状況
全体 増築 改築 内装を美

しくする
リフォー
ム

高齢化対
応リ
フォーム

新設備へ
の交換リ
フォーム

水廻りの
交換リ
フォーム

リフォー
ムを実施
しなかっ
た

不明

子世帯全数 307 20.2 26.4 59.9 16.9 58.0 44.3 12.4 1.3
同居状況 同居継続者 209 25.4 24.9 58.4 13.9 55.0 46.4 12.0 1.0
F4-2 現在非同居者 98 9.2 29.6 63.3 23.5 64.3 39.8 13.3 2.0
　　現時点の 息子夫婦同居 157 24.2 24.2 59.9 12.7 55.4 45.9 11.5 1.3
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 28.8 26.9 53.8 17.3 53.8 48.1 13.5 0.0
　　現時点 40代以下 70 31.4 27.1 61.4 10.0 55.7 41.4 7.1 0.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 22.6 24.5 53.8 15.1 52.8 45.3 17.9 0.0
　　(Q38-8) 60代以上 20 20.0 15.0 70.0 15.0 55.0 65.0 5.0 5.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 17.6 11.8 54.9 3.9 47.1 37.3 21.6 0.0
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 28.8 34.6 61.5 19.2 59.6 53.8 9.6 0.0
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 16.7 29.2 62.5 8.3 66.7 50.0 4.2 0.0
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 25.9 27.6 60.3 20.7 53.4 43.1 10.3 3.4
  台･浴･玄は共用、子世 15 46.7 13.3 60.0 13.3 60.0 66.7 0.0 0.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 26.8 25.0 58.9 11.6 58.0 45.5 11.6 0.9
　　満足度 少し満足 53 26.4 28.3 60.4 20.8 50.9 52.8 13.2 0.0
　　(Q6) 不満者計 34 20.6 23.5 55.9 14.7 55.9 38.2 8.8 2.9

同
居
継
続
者
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5

0.4

24

34

11

6

52

1

9

4

2

3

15

16

5

11

17

17

11

26

6

8

３．リフォーム実施理由

「内装」へのリフォーム実施率が６割と高く、「新設備」「水廻り」の

交換リフォームも４割強～６割弱が実施。リフォーム最大の動機（きっかけ）

となっている。又、「家族変化」要因もリフォームの大きな理由になっている。

「リフォーム」実施へ二世帯同居ユーザーは、２０年間の家族の変化のマップ化で情報提供は極めて大

切なことと思われる。

リフォーム実施理由としては「内装を美しくしたかったので」が最も高い理由。特に子世帯６０才以上の

上の世帯では「内装」のために行なったとの理由の集中がみられる。

次いで設備・器具の「不具合・故障がおこるので」と「前のものが使いにくくなった」との「不調」が理由と

しては高い。

３番目の理由としては「子供が成長したので」があげられている。特に子世帯４０代以下の若い世帯で

は「子供の成長」がリフォーム実施の理由として高く、「内装を美しくしたい」に次いでいる。

②二世帯型同居家族のうつわ（建物／ハード）と変化

家族人数が増えたので人
数家族人数が減ったので

子供が成長したのでス
テ
ー
ジ

健
康

家族のライフスタイルがかわってきたので
ス
タ
イ
ル

快
適
性

審
美
性

不
調

そ
の
他

家族のライフステージがかわったので

（進学10人／退職・定年10人／結婚13人）

高齢者のため／高齢化に備えて

介護の必要性で

家族の健康、不調の問題が生じてきたので

家族のライフステージがかわった

趣味等の都合で

仕事の都合で

住宅の環境が悪くなったので

荷物が増えてきたので／収納が使いにくいので

住宅の安全性（地震等に対して）を高めたかったので

内装を美しくしたかったので

外装に飽きて／気分一新で

家事がしにくいので

不具合・故障がおこるので

前のものが使いにくくなったので

賃貸を考えて

その他

リフォーム実施ベースＮ＝265

7

0

23

35

14

6

47

2

12

6

1

5

14

21

6

6

8

18

12

26

2

8

50代

6

0

22

28

17

11

61

0

17

0

0

6

6

17

0

0

6

17

11

6

6

0

60代～

子世帯年代

12

～40代

12

14

0

5

0

28

35

6

3

49

12

3

3

0

15

2

2

2

15

43

0
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４．建物の主要部分「玄関・浴室・キッチン」の二世帯仕様と変化

玄関・浴室とも世帯独立意向が高い

②二世帯型同居家族のうつわ（建物／ハード）と変化

共用から→専用へ

（ひとつ）　（ニつ）

専用から→共用へ

（ニつ）　（ひとつ）

Ｎ=142 Ｎ=155

Ｎ=180

Ｎ＝307

Ｎ=119

玄
関

浴
室

キ
ッ
チ
ン

35.9

30.3

5.2

3.3

3.3

46% 51%

39% 59%

分離状態変更リフォームの意向（Ｑ２５）

共用率 専用率

共用率 専用率

意向　　　

意向　　　 意向　　　

意向　　　

意向　　　

%

概ね、１５～２０％で共用、専用スペースの使い方変更、

ハード変更が行なわれた。

又、リフォームもままならず、我慢している様子もかいま

みえる。

「共用」のもつ問題点が大きく浮き彫りになった。　　　　

３０～４０％の共用世帯で専用化（ニつ化）への希望が

ある。

　・スペースの都合／予算の都合によって共用に　　　　

　　せざるを得ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・専用より共用のメリットを「多」とした

初期設計の段階で「専・共」どちらがよいかを判断で

きる「コンサルシステム」が必要であろう

又、狭い、お金ないをクリアする設計技術・手法も求

められよう

など様々な経緯で初期設計で「共用」にしたので

あろうが・・・・

現在「１つの玄関を二世帯で共用」している世帯は４６％ですが、この世帯の３６％は玄関を「共用」から

「専用」にリフォームしたいとの将来意向を持っています。

実際の割合以上に専用玄関への意向は高い

・狭い

・防犯

・二世帯解消

専 → 共

逆に現在「世帯で別々の玄関を使用」世帯は５１％おり、この世帯では

「専用」から「共用」への意向は、ほとんど持っていません。

　変化があった理由　

　１つの玄関を二世帯で共用するタイプ　　46　　各世帯で別々（２つ）の玄関を使用するタイプ　　51　

同居当初のまま共用で使用

共用のままだが手直しをして使用

もう１つ玄関を増やした

同居中の玄関の変化

92

6.3

0.7
7

（Ｎ＝142）

同居当初のまま別々に使用

玄関は２つのままだが、ひとつだけ使用

玄関を１つに改修して共用とした

同居中の玄関の変化

84

13.5

2.6
16

（Ｎ＝155）

将来リフォーム意向　35.9　 （共→専） 将来リフォーム意向　5.2    （専→共）

玄関

現在
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キッチンはミニタイプではなく「親世帯」「子世帯」それぞれがメインの

ものを持っている世帯が８割以上。

独立メインタイプのキッチンへの将来リフォーム（変更）意向はほとん

どなく、独立したキッチンへの評価は高い。

キッチン

現在

現在「二世帯で別々の浴室」の世帯は約６割であり、共用への意

向はほとんど持っていない

逆に「二世帯共用の浴室」世帯は約４割いるが、将来のリフォーム

意向も３０％いる。

やはり浴室も別々の意向が高いといえる。

浴室

現在 １つの浴室を二世帯で共用するタイプ 　39　　 各世帯で別々（２つ）の浴室を使用するタイプ 　59　

同居当初のまま共用で使用

共用のままだが手直しをして使用

もう１つ浴室を増やした

同居中の浴室の変化

82

13.4

3.4
17

（Ｎ＝119）

同居中の浴室の変化

（Ｎ＝180）

将来リフォーム意向　30.3 将来リフォーム意向　3.3

同居当初のまま別々に使用

浴室は２つのままだが、１つだけ使用

浴室を１つに改修して共用とした

39

18.3

2.2
21

　変化があった理由　

設備の古さ

二世帯解消〔　　　　　　〕

生活時間のズレ
（子供成長とか）

バリアフリー対応
　　　　　　のため

来客多いので

専 → 共

共 → 専

　変化があった理由　

・親の死亡、病気

おっくうになって使わない

・使い勝手の悪さ

・一緒の食事になって

親世帯・子世帯に各々メインのキッチンがあるタイプ

親世帯に共用のメインのキッチンがあり、子世帯にミニキッチンがあるタイプ

子世帯に共用のメインのキッチンがあり、親世帯にミニキッチンがあるタイプ

81
8

2

同居当初のまま共用で使用

キッチンは２つのままだが、ひとつだけ使用

キッチンを１つに改修して共用とした
将来リフォーム意向　3.3　 （専→共）

同居中のキッチンの変化

75

13.4

2.6
16
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５．二世帯が集まる場所

二世帯が集まる場所は「親世帯のリビング、茶の間」が多い。

しかし、新築当時からだんだん「子世帯」へも移ってくる世帯も増える。

現在も同居を続けている世帯でみると二世帯の集まる場所は、新築当時（２０年前）は「親世帯のリビン

グ、茶の間」が６３％と集中が高い。「子世帯のリビング、茶の間」は１４％と少ない。

これが今は「親世帯」４７％となり、「子世帯」は２９％に少し移っている。

②二世帯型同居家族のうつわ（建物／ハード）と変化

「同居当初」
集まる場所

「現在（二世帯最後）」
集まる場所

Q13-1.同居当初-集まる場所は
全体 親世帯の

リビン
グ、茶の
間

子世帯の
リビン
グ、茶の
間

共用のリ
ビング、
茶の間

その他 両世帯が
集まる場
所は特に
ない

不明

子世帯全数 307 56.7 19.2 8.8 6.2 5.9 3.3
同居状況 同居継続者 209 63.2 14.4 8.1 6.7 5.3 2.4
F4-2 現在非同居者 98 42.9 29.6 10.2 5.1 7.1 5.1
　　現時点の 息子夫婦同居 157 63.7 14.0 6.4 7.6 5.7 2.5
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 61.5 15.4 13.5 3.8 3.8 1.9
　　現時点 40代以下 70 74.3 4.3 7.1 5.7 7.1 1.4
　　子世帯妻の年代 50代 106 55.7 20.8 10.4 7.5 4.7 0.9
　　(Q38-8) 60代以上 20 65.0 15.0 0.0 0.0 5.0 15.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 70.6 13.7 0.0 5.9 7.8 2.0
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 69.2 9.6 1.9 9.6 3.8 5.8
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 58.3 16.7 8.3 12.5 4.2 0.0
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 63.8 20.7 1.7 5.2 6.9 1.7
  台･浴･玄は共用、子世 15 26.7 6.7 66.7 0.0 0.0 0.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 65.2 14.3 8.0 4.5 4.5 3.6
　　満足度 少し満足 53 67.9 15.1 9.4 3.8 1.9 1.9
　　(Q6) 不満者計 34 55.9 11.8 5.9 11.8 14.7 0.0

同
居
継
続
者

Q13-2.現在/二終-集まる場所は
親世帯の
リビン
グ、茶の
間

子世帯の
リビン
グ、茶の
間

共用のリ
ビング、
茶の間

その他 両世帯が
集まる場
所は特に
ない

不明

42.3 30.9 8.8 4.6 6.8 6.5
47.4 29.2 8.6 4.8 6.2 3.8
31.6 34.7 9.2 4.1 8.2 12.2
45.9 31.2 8.3 4.5 5.7 4.5
51.9 23.1 9.6 5.8 7.7 1.9
52.9 24.3 8.6 5.7 7.1 1.4
46.2 33.0 9.4 3.8 4.7 2.8
30.0 40.0 5.0 0.0 10.0 15.0
52.9 31.4 0.0 3.9 7.8 3.9
53.8 26.9 1.9 5.8 5.8 5.8
37.5 41.7 8.3 0.0 8.3 4.2
43.1 34.5 5.2 6.9 6.9 3.4
26.7 6.7 60.0 6.7 0.0 0.0
42.9 33.9 9.8 3.6 3.6 6.3
54.7 28.3 7.5 1.9 7.5 0.0
55.9 17.6 5.9 5.9 11.8 2.9

新世帯の
リビング、茶の間

子世帯の
リビング、茶の間
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１．相続の発生

４５％と半分近くの世帯で相続が発生。

現在同居継続者でも３０％の世帯で相続を経験している。

子世帯が現在４０才台以下では経験なし７７％で、これからの人も多い。

③その他二世帯同居家庭経営２０年でおこった事／課題

経験
なし
53%

経験
あり
45%

不動産の相続経験

準備して

いる

7%

不明

2%

準備しよ

うとして

いる

26%特に考え

ていない

65%

困ったこ

とがあっ

た

9%

困ったこ

とはな

かった

88%

不明

3%

２０年間で親が亡くなり、相続が４５％の世帯で発生

相続についての準備 名義・権利関係で困ったこと

Ｎ＝166

「準備している」は７％、「準備しようとしている」

人は２６％。

「特に考えていない」人は２／３の世帯。

８８％は「困ったことはなかった」としている。

９％の世帯で相続時にトラブルを経験。

Q29.[ＨＨ,建築地」の相続経験
全体 経験があ

る
経験はな
い

不明

子世帯全数 307 44.6 53.7 1.6
同居状況 同居継続者 209 30.1 68.4 1.4
F4-2 現在非同居者 98 75.5 22.4 2.0
　　現時点の 息子夫婦同居 157 33.8 64.3 1.9
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 19.2 80.8 0.0
　　現時点 40代以下 70 22.9 77.1 0.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 36.8 63.2 0.0
　　(Q38-8) 60代以上 20 30.0 55.0 15.0
　　現在/二世帯同居40坪未満 43 23.3 76.7 0.0
　　最終時点の 40～50坪未満 61 29.5 70.5 0.0
　　延べ床面積 50～60坪未満 50 36.0 60.0 4.0
　　(F7-2) 60坪以上 44 29.5 68.2 2.3

同
居
継
続
者
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直系家族以外の親族　０

知人・友人　１７

一般の人　５８

その他の人　２５

考えたが
していない

12%

考えたことは
ない
84%

２．賃貸の発生

現在賃貸２％、この２０年で経験２％を合わせても賃貸経験は４％の世帯に過ぎない。

「考えたがしていない」世帯も７％と、賃貸はあまり意識されていない。しかし、二世帯同居型住宅の特

性を考えて、賃貸というメリットがもう少し考慮されてもよい様に思われる。

③その他二世帯型同居家庭経営２０年でおこった事／課題

賃貸の発生

現在「賃貸している」世帯は２％、考えたこともない世帯８４％がほとんど

この２０年の間にあった　2.3%

現在そうしている　1.6%

賃貸理由

部屋が空いていたから　４２

リフォームで増改築していたから　８

まとまった金額の家賃がみこめたから　８

新しい交流をしたかったから（－）

賃貸を頼まれたから、勧められたから　８

使わないと家が傷むから　８

その他　３３

そのままの間取りでは貸しにくいので　５０

リフォームして貸してもよかったが面倒・高かったので　３２　

他の人が入ることで家が狭くなる　１４

他の人が入ることで家族関係が難しくなる　５

他の人が入ることで気を使うのがいや　３６

まとまった金額の家賃がみこめなかったので　５

その他　２３

「考えたがしていない」理由
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３．介護経験の発生

同居中断者では７７％が介護を経験して、「二世帯の解消（死亡別離）」している。

現在同居継続世帯でも、子世帯が６０代の世帯では６０％が介護を経験している。

２０年前に出発した二世帯同居型住宅ではほとんどそれに対応しておらず、大きな課題となっている。

この課題の中には基本設計で処理（対応）するもの、リフォームで対応できるもの両者があると思われる。

③その他二世帯型同居家庭経営２０年でおこった事／課題

２０年も二世帯同居をすると半分近くの世帯で介護が発生する

各部屋の出入口の狭さ／廊下の狭さ

階段の昇り降り大変

１、２Ｆ別々が不便（特に完全分離で外からの往来大変）

バリアフリーでない（段差ある、手スリない〔風呂、トイレ…〕）

車椅子使用できない

トイレ使用（入りにくい、狭い）が大変

使い勝手／介護で困った点

同居継続者
同居中断者

ある

４７
34
77

ない

５０

3

不
明

介護経験（Ｑ１９）

Q19.介護経験
全体 介護の経

験がある
ない 不明

子世帯全数 307 47.2 49.5 3.3
同居状況 同居継続者 209 33.5 63.2 3.3
F4-2 現在非同居者 98 76.5 20.4 3.1
　　現時点の 息子夫婦同居 157 31.2 65.0 3.8
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 40.4 57.7 1.9
　　現時点 40代以下 70 20.0 77.1 2.9
　　子世帯妻の年代 50代 106 36.8 61.3 1.9
　　(Q38-8) 60代以上 20 60.0 25.0 15.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 29.4 68.6 2.0
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 42.3 53.8 3.8
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 37.5 58.3 4.2
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 34.5 60.3 5.2
  台･浴･玄は共用、子世 15 13.3 86.7 0.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 29.5 67.0 3.6
　　満足度 少し満足 53 41.5 56.6 1.9
　　(Q6) 不満者計 34 38.2 55.9 5.9

同
居
継
続
者
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４．「子世帯の子供」の結婚と同居

子世帯の子供も３３％の世帯ですでに結婚。４０才台以下の子世帯では、子供の結婚は６％に過ぎず、

これからの大きな変化を迎える。

子世帯が６０才台以上の世帯ではその子供の２/３（６５％）がすでに結婚。親子孫＋ひ孫の構成になり

つつある。

③その他二世帯型同居家庭経営２０年でおこった事／課題

同居する親世帯の孫も１/３の世帯で結婚

子世帯の子供の結婚は３３％、そのうちの１１％が現在同居。同じく１１％が一時同居経験あり。

結婚した孫世代３３％のさらに２２％は同居経験あり

子世帯の
子供結婚

３３％

子世帯の子供の結婚

結婚して
子供はいない

６０％

不明
８％

全二世帯
同居

Ｎ=307

結婚孫世代の同居

Ｎ＝100

昔同居　11%

現同居　11%

同居していない　77%

不明　1%

Q17.子供の未既婚
全体 結婚した

子供がい
る

結婚した
子供はい
ない

不明

子世帯全数 307 32.6 59.9 7.5
同居状況 同居継続者 209 25.4 67.5 7.2
F4-2 現在非同居者 98 48.0 43.9 8.2
　　現時点の 息子夫婦同居 157 23.6 68.8 7.6
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 30.8 63.5 5.8
　　現時点 40代以下 70 5.7 88.6 5.7
　　子世帯妻の年代 50代 106 29.2 64.2 6.6
　　(Q38-8) 60代以上 20 65.0 20.0 15.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 25.5 70.6 3.9
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 25.0 67.3 7.7
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 20.8 70.8 8.3
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 29.3 63.8 6.9
  台･浴･玄は共用、子世 15 26.7 60.0 13.3
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 25.0 67.9 7.1
　　満足度 少し満足 53 22.6 69.8 7.5
　　(Q6) 不満者計 34 32.4 58.8 8.8

同
居
継
続
者
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第二章 ２０年間二世帯生活の方法論



23
１．スタート時二世帯型住宅新築時「以前」の親同居

二世帯同居型住宅を新築以前からの親との同居は２４％と１/４の世帯。

「新築時」子世帯が３０代である場合、２８％がそれ以前から親と同居している家族であった。

二世帯型住宅スタート時「初めて同居」は２/３

完全分離型（台・浴・玄別、中で行き来不可）ユーザーは「その時初めて同居」が８０％と高い比率。

完全分離型二世帯住宅は初めて同居が高い

二世帯同居不満層の３２％は新築以前からの長い同居

世帯。

二世帯不満層は以前からの長い同居者？

以前から
同居していた

２４％

その時初めて
同居した

６６％

その他
不明
１０％

「ヘーベルハウス」で同居する以前の、親世帯と同居経験

以前から同居していた　24　　その時初めて同居した　66　　その他　7　　

「親世帯のお母様」のその上の世代のお母様（姑）との同居経験
（いわゆる嫁姑経験）

同居経験ある　30　　同居の経験ない　43　　不明　27　　

Q4.「ＨＨ」新築以前の同居状況
全体 以前から

同居して
いた

その時初
めて同居
した

その他 不明

子世帯全数 307 24.4 65.8 6.8 2.9
同居状況 同居継続者 209 21.5 69.4 6.7 2.4
F4-2 現在非同居者 98 30.6 58.2 7.1 4.1
　　現時点の 息子夫婦同居 157 20.4 70.7 6.4 2.5
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 25.0 65.4 7.7 1.9
　　現時点 40代以下 70 10.0 82.9 4.3 2.9
　　子世帯妻の年代 50代 106 28.3 63.2 8.5 0.0
　　(Q38-8) 60代以上 20 25.0 55.0 10.0 10.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 13.7 80.4 2.0 3.9
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 23.1 65.4 7.7 3.8
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 20.8 70.8 8.3 0.0
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 25.9 67.2 6.9 0.0
  台･浴･玄は共用、子世 15 20.0 66.7 6.7 6.7
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 20.5 69.6 8.9 0.9
　　満足度 少し満足 53 20.8 71.7 5.7 1.9
　　(Q6) 不満者計 34 32.4 64.7 2.9 0.0

同
居
継
続
者
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２．二世帯同居を始めた理由、きっかけ

子世帯にとっての二世帯同居は「親が望んだから」「親の老後のことを考えたから」

がトップの理由になっている。「親が望んだから」は親子関係としては「息子夫婦同居」の

場合により高くなっている。「親の老後のことを考えて」は、現在５０代以上の子世帯で高く、同居当初は

３０代であり、３０代で同居を始める時には理由の上位になっている。（実感を持っていたかは別）

ただし、「親が老齢化・病弱化してきたから」との現実があったのは現６０代子世帯。

次いで「家の老朽化」があげられる。

その次の理由としては「自分たちが望んだ（子世帯）」「親子３代で楽しく暮らしたい」「独自に家を持つこ

とが困難だから」「家事・育児で協力しあえるから」があげられている。これらは親子関係としては「娘夫

婦同居」の場合により高く評価されている。娘が親にあまえる関係がみられる。

「娘夫婦同居」の場合、「同じ土地に住みたい」「日常生活のうえで経済的に助かるから」なども高くあげ

られている。

親が望んだから

親の老後のことを考えたから

家が老朽化し建て替えや新築が必要になったから

自分たちが望んだから

親子孫の３世代で楽しく暮らしたいから

独自に家を持つことが困難だから

親が老齢化・病弱化してきたから

家事・育児等で協力しあえるから

同じ土地に住みたかったから

子供の誕生や成長で住居が手狭になったから

日常生活のうえで経済的に助かるから

親子が同居するのは当然だから

親の資産の継承を考えたから

結婚して新居が必要になったから

子供の就学や進学で転居した方がよかったから

転勤・転職等で転居が必要になったから

親と家事・家業をともにしていたから 3

7

9

13

15

15

20

23

27

27

28

31

31

35

41

53

54

親子関係 現子世帯年齢

息子 娘 ～
40代 50代 60代

～

54 50

50

25

25

20

15

40

5

20

20

15

5

5

0

6 10 0 12 5

5 12 3 5 25

5

53

42

36

32

35

21

31

26

23

23

13

13

14

1

53

37

43

36

40

36

11

37

27

21

23

16

17

24

57

6

42

48

35

44

40

46

21

54

35

25

35

8

21

17

4

44

42

30

29

28

19

22

22

21

18

15

12

15

3

＜

＜

＜ ＞

＜

＞

＜

＞

＜

＜

子世帯評価
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ﾏﾈｰ問題

「きっかけ」と「背後にある理由」とが混在し、複雑な心理メカニズム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で「Ｈ.Ｈ.」ニ世帯住宅に決まってくる。

・「親」に関係すること

・家の老朽化

・独自で家もてない

・同じ土地に

・家事、育児の協力

・３世代居住の魅力

自分たちが望んで

親問題

ﾊｰﾄﾞ問題

ﾒﾘｯﾄ問題

自分都合

最初のいきさつはその後の満足、不満にどの位影響するか

48

53

24

34

38

27

37

36

21

38

34

24

53

57

56

44

30

47

親
の
老
後
を
考
え
て

三
世
代
楽
し
く

独
自
に
家
も
て
な
い

自
分
た
ち
が
望
ん
で

親
が
望
ん
で

家
が
老
朽
化
し
て

主なきっかけ・理由

同居満足者（112）→

少し　 〃

不満者

　 （53）→

　　　　（34）→

「子世帯」がやや強制的に
二世帯同居に突入した場合は

→不満が大きくなる。

◎

○

○

△

２．二世帯同居を始めた理由、きっかけ
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３．二世帯のあいだの交流のしかた意識

同居当初「生活はすべて別」との意識で６４％の世帯が出発。現在も約６

割がそう思っている。「生活はすべて別」で「交流が盛ん」と思う世帯と生

活はすべて別で「お隣さん感覚」にさらに意識が分かれている。

「生活がすべての面において一緒」は当初も現在も７～８％の割合に過

ぎない。

「両世帯の生活はすべて別」との意識が高い

現年代別 分離度別

両世帯の生活はすべて別でお隣さん感覚

両世帯の生活はすべて別だが、交流が盛ん

両世帯の生活はある程度一緒だが、食事、団らんは別々

両世帯の生活は基本的に一緒だが、時々別の時間を持つ

両世帯の生活はすべての面において一緒

　
　
　

同
居
当
初

28

36

15

11

7

現
在～

40
代

50
代

60
代
～

完
全

準玄
の
み

玄
・
浴

26 27 26 20 39 31 38 14

33 34 30 35 41 46 38 19

16 17 18 10 6 0 4 41

12 13 11 10 4 14 8 10

8 4 8 10 0 4 8 10

同居継続者子世帯の

４．両世帯の集まる場所

同居当初「親世帯のリビング、茶の間」が５７％の集中をみせているが、現在は４２％とやや落ちている。

「子世帯のリビング、茶の間」がそれに次いでいるが、同居当初１９％だったのが現在は３１％に年とと

もにあがっている。

親世帯のリビング、茶の間が二世帯の集まる場所

親世帯のリビング、茶の間

子世帯のリビング、茶の間

共用のリビング、茶の間

その他（具体的に：　　　　　）

両世帯が集まる場所は特にない

　両世帯の集まる場所（Ｑ１３）　

57

19

9

6

6

42

31

9

5

7

同居当初

分離度別現年代別

玄
・
浴

玄
の
み

準完
全

60
代
～

50
代

～
40
代

現
在

子のﾘﾋﾞﾝｸﾞ

親のﾘﾋﾞﾝｸﾞ

211710141521414

6458697165567463

同居継続者子世帯の

現在（終了時）
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現年代別 分離度別
現
在

同居当初 現在
(終了時）

～
40
代

50
代

60
代
～

完
全

準玄
の
み

玄
・
浴

朝食 12 16 朝 12 11 9 20 2 10 4 10

昼食

夕食

夕食後のくつろぎ

休日の団らん

昼食のお茶やおやつ

お正月などの行事

誕生日などの特別な日

旅行などのレクリエーション

12 10 12 15 4 10 4 14昼1713

22

16

18

23

25 23 26 20 11 19 33 24

81

夕

70

30

18

17

19

15 11 16 20 2 14 21 14

70

57

夕後

休日

昼お茶

正月

23

12 9 13 20 2 10 17 10

15 11 14 20 2 17 8 14

22

誕生日

レク

71 67 75 60 59 67 71 78

55 59 54 40 41 48 54 60

19 16 21 20 10 19 25 19

５．家庭生活の共通

朝食一緒は１６％、昼食１７％、夕食後のくつろぎ１８％、と現在の日常の一緒率はさほど高くない。同居当

初よりやや上がった程度。

休日の団らんは１７％、昼食のお茶やおやつは１９％、これは同居当初よりやや下降ぎみ。

お正月などの行事７０％、誕生日などの特別な日５７％は高いが、同居当初より「一緒率」は低下している。

旅行などレクリエーションの二世帯一緒率は２２％。これは同居当初とほぼ同じ率となっている。

二世帯同居世帯の夕食の一緒率は現在３０％

　ＴＰＯ別交流状況/一緒率（Ｑ１２）　
・　・　・

同居継続者
中断者／終了者

同居継続者子世帯の

12
26

12
26

25
41

15
24

13
27

15
28

71
68

55
62

19
29

12
14

12
16

20
25

13
21

15
24

17
34

79
85

68
75

20
28

子供 共用
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☆親世帯の方が子世帯よりも

　 やや気軽な感じでやりたいらしく

　 あまりかたく考えたくない感じが

　 ある

６．二世帯同居のルールの決定

「費用負担に関するルール」も子世帯４７％、親世帯３９％と「当初決めた」意識の理解が異なっている

が、いずれにしても５割に満たない。「何となく決まった感じ」でいろいろなルールが推移して来ている。

建物の分離が進む程「決め事」が少ないのは物理的問題で、年代が上の世帯で少ないのは子世帯の

イニシアティブといった事情はあると思われるが、キチンとするのは「はばかられる」意識が強い様に思

われる。

「家事に関するルール」を同居当初に話し合って決めている率は２割程度。

「二世帯の交流の仕方に関するルール」「子供（孫）の教育に関するルール」も

「同居当初に話し合って決めた」率は１割程度に過ぎない。

年代 分離度（ + 何となく
決まった感じ）

子世帯 親世帯

同居当初に
話し合って

決めた ～
40
代

50
代

60
代
～

完
全

準玄
の
み

玄
・
浴

家事に関するルール 18　（82） 21　（74） 14 21 5 18 8 21 24

共用空間の使い方に関するルール

費用負担に関するルール

二世帯の交流の仕方に関するルール

子供（孫）の教育に関するルール

9 15 5 14 6 13 1618　（76）13　（76）

47　（86） 46 52 25 29 39 67 60

12　（79）

39　（79）

8　 （69）

10　（67） 7　 （51）

3 12 10 8

6 10 0 8 6 8

8 17 14

12

【同居継続者子世帯】

交流

子供（孫）

家事お金＝

シ
ビ
ア
に
き
め
て
い
る ・　・　・

☆何となく約束事はしたいが、

　 「ルール」決定となるとちょっと

　 “トウがたつ”という、いかにも

　日本人的な状況にある
は
47
％
で
あ
る

そ
れ
で
も
「
ル
ー
ル
」
決
定

当時は３０代で
若すぎず、上すぎずで

はっきりものが
いえた⇒ﾙｰﾙ決定へ

ﾙｰﾙ決定
という儀式
が必要に

なる
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第三章
２０年間二世帯同居への喜び・反省

（満足・不満）
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「
親
世
帯
」
奥
様
の
評
価

２０年間二世帯同居の満足度 二世帯交流満足度 分離度満足度

「
子
世
帯
」奥
様
の
評
価

１．二世帯同居への満足は子世帯、親世帯とも「同居の総合満足度」「二世帯交流満足度」「分離満足

度」としてどの要素も７割以上の満足が評価されている。

２．全般に親世帯の満足度は高く、同居そのものは９割が満足。

３．子世帯では「少し満足」まで入れた「満足」は同居自体、交流度とも約８割の満足が示されている。し

かし、「かなり満足」との積極的な満足評価は、同居そのものの総合評価で９％、二世帯交流満足で

は５％となっている。

４．また子世帯では二世帯の「分離度」への不満が１/４以上の世帯でみられている。

押し並べて「満足」ではあるが積極的に評価できない何かもある

少し満足
24%

満足
52%

不明
3%

不満
5%

かなり
不満
1%

少し不満
10%

かなり
満足
5%

少し満足
25%

満足
44%

不明
4%

不満
5%

かなり
不満
2%

少し不満
9%

かなり
満足
9%

少し満足
14%

満足
59%

不明
3%不満

2%

かなり
不満
1%

少し不満
    5%

かなり
満足
17%

少し満足
18%

満足
49%

不明
2%不満

3%

かなり
不満
1%

少し不満
10%

かなり
満足
18%

満足計　７８
不満計　１６

満足計　８１
不満計　１６

満足計　７４
不満計　２６

満足計　９０
不満計　　８

満足計　８５
不満計　１３

満足計　８５
不満計　１４

∧ ∧ ∧

少し満足
22%

満足
41%

不明
1%

不満
6%

かなり
不満
1%

少し不満
19%

かなり
満足
11%

少し満足
15%

満足
53%

不明
3%不満

2%

かなり
不満
1%

少し不満
10%

かなり
満足
17%
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２．二世帯同居の総合満足度

子世帯の不満は１８％であり、どちらかといえば満足世帯が多く、８割近い満足。ただし「かなり満足」と

の積極的評価は９％と高くはない。

住い方、ユーザー属性でみると大きな差ではないが、差がみられる。年代ではやや子世帯４０代以下の

若い世帯が満足が高く、住宅の分離度では台所・浴室・玄関独立で、家の中で行き来可のユーザーで

積極評価が高い。

親世帯は満足。子世帯も満足ではあるが、積極的評価でもない。

少し満足
25%

満足
45%

不明
4%不満

6%

かなり
不満
2%

少し不満
9%

かなり
満足
9%

少し満足
14%

満足
58%

不明
3%

不満
3%

かなり
不満
1%

少し不満
4%

かなり
満足
17%

子世帯奥様の満足 親世帯奥様の満足

子世帯
満足計　81％
（不明除く）

＜

親世帯
満足計　93％
（不明除く）

子世帯

Q6.〔総合〕「二世帯同居生活」満足度 小計
全体 かなり満

足
満足 少し満足 少し不満 不満 かなり不

満
不明 1+2

子世帯全数 307 9.1 44.3 25.1 9.4 5.5 2.3 4.2 53.4
同居状況 同居継続者 209 10.5 43.1 25.4 9.6 4.3 2.4 4.8 53.6
F4-2 現在非同居者 98 6.1 46.9 24.5 9.2 8.2 2.0 3.1 53.1
　　現時点の 息子夫婦同居 157 10.8 41.4 22.9 10.2 5.1 3.2 6.4 52.2
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 9.6 48.1 32.7 7.7 1.9 0.0 0.0 57.7
　　現時点 40代以下 70 14.3 45.7 21.4 7.1 2.9 2.9 5.7 60.0
　　子世帯妻の年代 50代 106 9.4 44.3 25.5 11.3 3.8 1.9 3.8 53.8
　　(Q38-8) 60代以上 20 10.0 40.0 25.0 10.0 5.0 5.0 5.0 50.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 11.8 49.0 25.5 2.0 2.0 2.0 7.8 60.8
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 19.2 32.7 28.8 9.6 1.9 1.9 5.8 51.9
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 12.5 41.7 33.3 4.2 4.2 0.0 4.2 54.2
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 5.2 43.1 22.4 17.2 6.9 3.4 1.7 48.3
  台･浴･玄は共用、子世 15 0.0 33.3 26.7 13.3 13.3 6.7 6.7 33.3
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 19.6 80.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
　　満足度 少し満足 53 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　　(Q6) 不満者計 34 0.0 0.0 0.0 58.8 26.5 14.7 0.0 0.0

212 16.5 59.0 14.2 4.7 1.9 0.9 2.8 78.5親世帯全数

同
居
継
続
者
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自分や家族の急病の時など心強い 84 61 75

快適

54

16

59

34

　6

31

27

17

30

22

（－）

13

17

24

13

16

35

14

33

18

1718

75

36

13

43

31

31

34

26

（－）

17

22

安心して旅行や外出ができる

家事に協力してもらえる
ｻﾎﾟｰﾄ

自分が仕事を続ける上で不安がない

家族的な雰囲気で団らんを楽しめる
関係

精神的な充足や張りあいがある

子供の世話をしてもらえる（親／孫の世話できる）
子供

子供の精神的な成長に役立つ(親／孫の成長に協力できる)

伝統的な文化や習慣、生活の知恵を吸収できる(親／新しいもの吸収)
学習

冠婚葬祭などの対応がわかる

経済 家計を助け合え、経済的に楽になる

快適な住まいや環境が得られる

安心
70

66

25

23

30

12

35

45

28

36

21

25

２０年間、二世帯のよかった点は、

　　　　緊急事態、留守の時の安心感

　　　　子供への良い影響
　　　　冠婚葬祭

　　　３つに集約される　親世帯でも同様の傾向にある

３．二世帯同居のよかった点

中でも「自分や家族の急病の時など心強い」「安心して旅行や外出ができる」といった安心要素が二世

帯同居のよかった点として高く評価されている。

その他「子供の世話／成長に役立つ」「生活の知恵」「家庭的雰囲気／精神的充足」「サポート」など多

岐の要素があげられている。

親世帯では「安心」と「家庭的雰囲気」が高くあげられている。

二世帯のメリットは二世帯同居当初の方がよりメリットが高く、「子供」「生活の知恵」などは２０年たつと

すでに足りて評価としては落ちてくる。

・ ・

子世帯 親世帯

同居当初

子世帯親世帯

現在

416 443 319 367

　　　ＯＡ（親世帯）　

　ＯＡ（子世帯の思い）　

・親子助け合う／世話をしあうことで喜びを感じる（ありがとうという言葉）
・親への精神的な支え（病気、介護、死亡…）

・子供（孫）への情緒的影響（シツケ、コミュニケーション）
・身近で世話をすることのメリット・便利さ
・一緒に住むことで家族という信頼感

・孫の世話・顔／成長をみることの喜び
・息子が近くにいることの安心・心強さ
・病気の時の精神的支え
・一緒にいることの張り合い
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親子関係としては「娘夫婦同居」の方が圧倒的に良かった点の評価が高い。気軽さ、甘えられるもあっ

て、「安心」「家事協力」「子供」「勤め（子世帯・妻）に出る」「家計」までもメリットを高くあげている。

年代別には若い世帯の方がメリットを高くあげている。

同居当初

現在

▲ ▲

子世帯

子世帯全数
同居状況 同居継続者
F4-2 現在非同居者
　　現時点の 息子夫婦同居
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居
　　現時点 40代以下
　　子世帯妻の年代 50代
　　(Q38-8) 60代以上
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用
  台･浴･玄は共用、子世
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足
　　満足度 少し満足
　　(Q6) 不満者計

同
居
継
続
者

Q7.同居当初-二世帯同居良い点 
全体 自分や家

族の急病
の時など
心強い

安心して
旅行や外
出ができ
る

家事に協
力しても
らえる

家族的な
雰囲気で
団らんを
楽しめる

精神的な
充足や張
りあいが
ある

子供の世
話をして
もらえる

子供の精
神的な成
長に役立
つ

自分が仕
事を続け
る上で不
安がない

伝統的な
文化や習
慣、生活
の知恵を

冠婚葬祭
などの対
応がわか
る

家計を助
け合え、
経済的に
楽になる

快適な住
まいや環
境が得ら
れる

307 69.7 66.1 25.1 30.3 12.1 34.5 45.0 22.8 28.3 36.2 20.8 25.4
209 71.3 68.4 28.2 28.7 13.4 39.2 45.9 25.4 28.7 38.3 23.4 26.3
98 66.3 61.2 18.4 33.7 9.2 24.5 42.9 17.3 27.6 31.6 15.3 23.5
157 65.0 64.3 19.7 27.4 9.6 31.8 41.4 17.8 27.4 37.6 18.5 25.5
52 90.4 80.8 53.8 32.7 25.0 61.5 59.6 48.1 32.7 40.4 38.5 28.8
70 81.4 72.9 27.1 31.4 14.3 45.7 52.9 21.4 34.3 47.1 20.0 25.7
106 70.8 73.6 32.1 32.1 15.1 41.5 47.2 28.3 30.2 37.7 28.3 26.4
20 45.0 45.0 10.0 15.0 10.0 15.0 20.0 20.0 15.0 25.0 15.0 25.0
51 72.5 70.6 23.5 23.5 9.8 35.3 37.3 15.7 29.4 43.1 11.8 21.6
52 67.3 69.2 25.0 26.9 23.1 28.8 48.1 17.3 28.8 44.2 19.2 38.5
24 79.2 58.3 25.0 25.0 8.3 41.7 41.7 20.8 29.2 25.0 16.7 33.3
58 69.0 72.4 27.6 27.6 10.3 43.1 44.8 36.2 24.1 32.8 27.6 22.4
15 80.0 66.7 53.3 53.3 13.3 53.3 60.0 46.7 40.0 53.3 60.0 0.0
112 79.5 74.1 33.0 32.1 19.6 44.6 55.4 26.8 34.8 42.0 25.9 32.1
53 71.7 75.5 24.5 28.3 9.4 34.0 35.8 28.3 22.6 32.1 24.5 24.5
34 55.9 47.1 23.5 23.5 2.9 38.2 41.2 20.6 23.5 41.2 17.6 17.6

子世帯

子世帯全数
同居状況 同居継続者
F4-2 現在非同居者
　　現時点の 息子夫婦同居
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居
　　現時点 40代以下
　　子世帯妻の年代 50代
　　(Q38-8) 60代以上
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用
  台･浴･玄は共用、子世
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足
　　満足度 少し満足
　　(Q6) 不満者計

同
居
継
続
者

Q8.現在/二終-二世帯同居良い点
全体 自分や家

族の急病
の時など
心強い

安心して
旅行や外
出ができ
る

家事に協
力しても
らえる

家族的な
雰囲気で
団らんを
楽しめる

精神的な
充足や張
りあいが
ある

子供の世
話をして
もらえる

子供の精
神的な成
長に役立
つ

自分が仕
事を続け
る上で不
安がない

伝統的な
文化や習
慣、生活
の知恵を

冠婚葬祭
などの対
応がわか
る

家計を助
け合え、
経済的に
楽になる

快適な住
まいや環
境が得ら
れる

307 61.2 54.1 16.3 24.4 13.4 16.3 34.5 16.9 24.4 32.6 18.2 18.2
209 61.7 56.5 19.6 24.4 15.8 18.2 36.4 20.6 26.8 35.4 22.0 18.7
98 60.2 49.0 9.2 24.5 8.2 12.2 30.6 9.2 19.4 26.5 10.2 17.3

157 55.4 53.5 14.0 22.3 13.4 14.0 30.6 14.0 24.8 36.3 18.5 18.5
52 80.8 65.4 36.5 30.8 23.1 30.8 53.8 40.4 32.7 32.7 32.7 19.2
70 67.1 64.3 25.7 28.6 17.1 24.3 50.0 20.0 35.7 52.9 24.3 20.0

106 62.3 57.5 18.9 25.5 17.9 15.1 32.1 19.8 25.5 28.3 24.5 17.0
20 35.0 25.0 5.0 10.0 10.0 10.0 10.0 15.0 10.0 20.0 5.0 30.0
51 58.8 56.9 13.7 19.6 13.7 15.7 29.4 15.7 25.5 31.4 11.8 15.7
52 59.6 59.6 19.2 23.1 21.2 17.3 36.5 15.4 36.5 44.2 17.3 23.1
24 70.8 54.2 20.8 20.8 12.5 29.2 41.7 16.7 20.8 29.2 29.2 20.8
58 58.6 55.2 15.5 22.4 13.8 13.8 34.5 24.1 20.7 29.3 20.7 19.0
15 73.3 53.3 46.7 46.7 20.0 20.0 46.7 33.3 26.7 53.3 53.3 0.0

112 67.9 61.6 24.1 32.1 25.9 21.4 38.4 21.4 33.9 40.2 24.1 27.7
53 64.2 64.2 18.9 22.6 5.7 22.6 41.5 26.4 26.4 34.0 24.5 13.2
34 50.0 35.3 8.8 8.8 2.9 5.9 29.4 11.8 8.8 29.4 14.7 2.9
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同居して不満なこと

子世帯の不満が圧倒的に高くなっている。

同居当初「日常的気遣いが増える」「生活のリズムが違う」「友人や自分の親戚との交流に気を使う」

「生活の干渉を受けやすい」など他にもいろいろな不満があげられている。

時間と共に減る「気遣い・干渉」「友人・親戚の交流」もあるが、「親世帯の世話」など負担の増えるもの

もある。

できた二世帯同居ユーザーといえど、やはり同じ屋根の下に

暮らす限り不満は必ずあると心得た方がよい。

同居当初 現在

（子世帯） （親世帯） （子世帯） （親世帯）

家事のやり方合わない 13 9 8

20

26

12

17

35

5

9

5

9

24

9

7

1

4

2

8

11

8

1514

22

5

10

30

13

25

7

6

36

15

21

23

14

12

22

19

21

7

7

26

4

4

3

4

13

5

4

1

2

1

4

6

10 4

世帯間のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰが確保できない
干渉・未練

生活の干渉を受けやすい

外出やレジャーが自由に楽しみにくい

自分一人の時間が持ちにくい

親戚や近所付き合いが多くなる

他人問題 友人や自分の親戚との交流に気をつかう

相手世帯の来客に気を遣う

ご主人（妻）と親との板挟みなる

自由時間

食事好みなどが違う

生活全般に対する価値観が違う

言葉遣いや礼儀作法などの考え方が違う

子供の教育やしつけの考え方が違う

生活時間やリズムが違う

家事の負担が重くなる

親世帯の世話で負担が重くなる

経済的な負担が重くなる

親子間に遠慮がなくなり甘えが生じる

日常的に気遣いが増える

負担

価値観

手法

413 225 313 139＞ ＞

（孫の）

（子と配偶者の間の）

計

15
22
26

6
24

38
11
11

7
7

53
24

33
21

17
17

37
27

17

（＞）
（＞）

　ＯＡ（子世帯）　

　ＯＡ（親世帯）　
・勝手に合鍵で入られる

・過干渉がうっとうしい

・面倒、世話をして、自分の幸せが犠牲

・狭い二世帯の場合の部屋の確保（e.g.子供）

・親の来客の対応でまよう／騒音

・子供（孫）への甘さ、過干渉

・一部共用型は途中半端（プライバシー・気遣い）

　来客時の気遣い、けんか時の気遣い

・騒音の不満は大きい

☆不満は、互いに感じはじめると、自己増殖（インフレーション）をおこして、どんどんストレスになる

・一階の音の問題

・大きくなった子供（孫）の音

２０年前に家を建てるときは、親の土地に建てることもあって、親の気に入るよう間取り等決めましたが、今母一人広い一階に生活をして、食事
のしたくも掃除も（朝、昼は母が自分でしている）出来なくなって私がしています。その上、冬には一階は寒い寒いというので、二階に上がって私達
が一階に下りるというと一階は私の城、庭も見えない二階は嫌だと言う。亡き父も主人の妹弟が泊まりに来るからと間取りを決めたようですが
あまり泊まりに来ず、父が亡くなってからは全然きません。今になって親の室は少なくて良かったのではと思います。同居当初は自分の親と思って
一緒に生活していこうと思っていましたが、嫌なこと、驚くこと・・・やっぱり一番近い他人なのだなあとつくづく感じます。

ちょっと本音／ユーザーの生の声子世帯奥様
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要因１．不満の記憶が忘れられて、スコアが減ってくる

要因２．もしくは、２０年もたつと、いろいろあったことが、逆になつかしくもなる

要因３．当初の心配が住みはじめてみると杞憂にすぎなかった

　　　　　　　但し、家事の負担、親世帯の世話という

　　　　　　　２点では不満がつのってきている

全体として２０年もたつと不満量は減少してくる

☆子世帯をみると

不満特にない １４ ２４ ２３ ３１

当初

子 親 子 親

現在

☆親・子世帯を比較すると親の方の不満が小さい

　 （親の不満といえば価値観の違い、生活リズムの違い位である）

☆現在のふりかえっての不満は「４つ」に集約される。

　　　　　　・全体の生活価値観

　　　　　　・生活リズムの違い

　　　　　　・日常の気づかい

　　　　　　・相互けんせい（客、お出掛け）

・　・
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「子世帯」の２０年間の分離度別満足点／不満点

建物の分離度の高い世帯は「生活的な知恵」の吸収にメリットを感じている。

共用部分の高い世帯では「子供の成長」へのメリットを感じている。
満足点

・ ・ ・ ・

不満点 共用部分が高い世帯では「互いの気づかい」の量・質が高まってくる。

自分や家族の急病の時など心強い 62 59 60 71 59

54 556057

16

22

14

14

35

24

21

29

21

19

21

21

13

29

42

17

21

29

29

21

19

23

21

17

37

15

37

44

17

23

14

20

14

16

29

16

26

31

12

10

安心して旅行や外出ができる

家事に協力してもらえる

家族的な雰囲気で団らんを楽しめる

精神的な充足や張りあいがある

子供の世話をしてもらえる

子供の精神的な成長に役立つ

自分が仕事を続ける上で不安がない 21

伝統的な文化や習慣、生活の知恵を吸収できる

冠婚葬祭などの対応がわかる

家計を助け合え、経済的に楽になる

快適な住まいや環境が得られる

57

20

24

16

18

36

27

35

22

19

［満足点］

計

完
全
分
離

準玄
の
み

玄
・
浴
共
用

同居継続者の

310 373 368 329

家事のやり方が合わない 10 10 10 13 9

食事好みなど違う

生活全般に対する価値観が違う

言葉遣いや礼儀作法などの考え方が違う

子供の教育やしつけの考え方が違う

生活時間やリズムが違う

家事の負担が重くなる

親世帯の世話で負担が重くなる

友人や自分の親戚との交流に気をつかう

親子間に遠慮がなくなり甘えが生じる

経済的な負担が重くなる 5 2 2 0 12

日常的に気遣いが増える

世帯間のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰが確保できない

生活の干渉を受けやすい

相手世帯の来客に気を遣う 18 14 19 25 24

外出やレジャーが自由に楽しみにくい 24 26 19 13 28

自分一人の時間が持ちにくい 13 14 8 8 17

親戚や近所付き合いが多くなる 11 8 8 0 24

ご主人（妻）と親との板挟みなる 11 8 12 17

13

9

29

14

29

9

12

45

16

33

38

12

33

28

23 20 17 33

4

13

21

8

17

38

13

42

17

31

12

17

2

8

23

6

14

10

8

37

10

16

20

6

10

26

12

26

16

0

35

8

13

23

6

11

31

12

23

23

7

34

15

［不満点］

計

完
全
分
離

準玄
の
み

玄
・
浴
共
用

同居継続者の

277 242 324 423
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二世帯同居型建物（ハード／ヘーベルハウス）への満足度

２０年を越える家族を支えるへーベルハウス。

　二世帯同居型の家としてのへーベルハウスへの顧客満足度は高い。

二世帯同居の「総合満足度」と建物の満足度の相関は極めて高い。

　「総合満足度の高い世帯」は「建物の満足度の高い世帯」といえる。

親子関係（息子／娘）や世代と建物満足度の違いはみられていない。

建坪４０坪未満の世帯では「満足」レベルの評価がやや小さくなっている。

分離度では「台所」「浴室」が分離している世帯での満足度が高い。

二世帯同居の満足は建物の満足という物理的満足、安心によって大きく支えられるという一面は大きな要

因としてある。

２０年住んだ「ヘーベルハウス」の満足度

少し満足
18%

満足
48%

不満
3% 不明

5%

少し不満
13%

かなり
満足
13%

子世帯奥様評価

子世帯の
満足　83％
（不明除く）

かなり
満足
23%

少し不満
8%

不明
4%

不満
3%

満足
50%

少し満足
11%

親世帯奥様評価

親世帯の
満足　88％
（不明除く）

子世帯

Q1.〔総合〕「ＨＨ」への満足度 小計
全体 かなり満

足
満足 少し満足 少し不満 不満 かなり不

満
不明 1+2+3

子世帯全数 307 12.7 47.9 17.9 13.4 2.9 0.0 5.2 78.5
同居状況 同居継続者 209 12.9 45.5 19.1 14.4 3.3 0.0 4.8 77.5
F4-2 現在非同居者 98 12.2 53.1 15.3 11.2 2.0 0.0 6.1 80.6
　　現時点の 息子夫婦同居 157 11.5 45.9 19.1 15.3 4.5 0.0 3.8 76.4
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 17.3 44.2 19.2 11.5 0.0 0.0 7.7 80.8
　　現時点 40代以下 70 12.9 45.7 18.6 14.3 4.3 0.0 4.3 77.1
　　子世帯妻の年代 50代 106 14.2 48.1 18.9 13.2 1.9 0.0 3.8 81.1
　　(Q38-8) 60代以上 20 15.0 45.0 15.0 15.0 5.0 0.0 5.0 75.0
　　現在/二世帯同居40坪未満 43 14.0 32.6 14.0 25.6 7.0 0.0 7.0 60.5
　　最終時点の 40～50坪未満 61 11.5 62.3 11.5 11.5 0.0 0.0 3.3 85.2
　　延べ床面積 50～60坪未満 50 12.0 46.0 20.0 14.0 6.0 0.0 2.0 78.0
　　(F7-2) 60坪以上 44 15.9 36.4 36.4 6.8 2.3 0.0 2.3 88.6
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 17.6 37.3 25.5 11.8 2.0 0.0 5.9 80.4
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 15.4 46.2 19.2 15.4 0.0 0.0 3.8 80.8
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 16.7 45.8 20.8 8.3 0.0 0.0 8.3 83.3
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 8.6 51.7 13.8 15.5 6.9 0.0 3.4 74.1
  台･浴･玄は共用、子世帯ﾐﾆｷｯﾁﾝ 15 6.7 40.0 13.3 20.0 13.3 0.0 6.7 60.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 21.4 58.9 5.4 10.7 0.0 0.0 3.6 85.7
　　満足度 少し満足 53 3.8 34.0 45.3 9.4 0.0 0.0 7.5 83.0
　　(Q6) 不満者計 34 2.9 23.5 23.5 29.4 20.6 0.0 0.0 50.0

同
居
継
続
者
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子世帯

Q2.「ＨＨ」満足点
全体 遮音性 断熱性 耐火性 耐震性 採光、通

風
日常の安
全性

長期間に
わたって
住める

メーカー
のアフ
ターサー
ビス

外装・屋
根の耐久
性

ベラン
ダ・陸屋
根の防水
性

子世帯全数 307 37.5 41.0 53.7 76.5 25.7 35.5 68.7 45.0 25.4 20.2
同居状況 同居継続者 209 35.9 39.2 52.6 76.6 24.4 34.9 68.9 42.6 22.5 20.1
F4-2 現在非同居者 98 40.8 44.9 56.1 76.5 28.6 36.7 68.4 50.0 31.6 20.4
　　現時点の 息子夫婦同居 157 35.0 39.5 51.0 77.1 24.2 35.0 67.5 42.0 23.6 23.6
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 38.5 38.5 57.7 75.0 25.0 34.6 73.1 44.2 19.2 9.6
　　現時点 40代以下 70 30.0 34.3 40.0 67.1 21.4 28.6 61.4 42.9 20.0 25.7
　　子世帯妻の年代 50代 106 39.6 44.3 59.4 83.0 26.4 41.5 74.5 44.3 26.4 17.0
　　(Q38-8) 60代以上 20 30.0 35.0 65.0 85.0 25.0 40.0 75.0 45.0 20.0 25.0
　　現時点/二世帯同居 40坪未満 43 39.5 48.8 46.5 76.7 16.3 32.6 69.8 34.9 20.9 11.6
　　最終時点の 40～50坪未満 61 36.1 41.0 52.5 85.2 31.1 29.5 72.1 45.9 26.2 27.9
　　延床面積 50～60坪未満 50 30.0 32.0 56.0 76.0 22.0 34.0 66.0 42.0 12.0 16.0
　　(F7-2) 60坪以上 44 40.9 40.9 63.6 72.7 29.5 52.3 68.2 45.5 31.8 27.3
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 31.4 39.2 51.0 84.3 23.5 39.2 64.7 37.3 21.6 23.5
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 36.5 34.6 55.8 71.2 23.1 32.7 71.2 44.2 23.1 19.2
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 45.8 25.0 54.2 87.5 33.3 41.7 66.7 37.5 29.2 8.3
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 44.8 48.3 48.3 65.5 31.0 37.9 75.9 50.0 20.7 22.4
  台･浴･玄は共用、子世帯ﾐﾆｷｯﾁﾝ 15 20.0 46.7 53.3 93.3 6.7 6.7 46.7 26.7 20.0 26.7
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 35.7 39.3 57.1 78.6 26.8 42.9 78.6 50.9 24.1 24.1
　　満足度 少し満足 53 45.3 35.8 45.3 77.4 26.4 35.8 66.0 35.8 15.1 9.4
　　(Q6) 不満者計 34 26.5 50.0 52.9 76.5 20.6 17.6 52.9 35.3 32.4 29.4

同
居
継
続
者

二世帯同居型住宅（ハード／ヘーベルハウス）の良かった点

変らぬ「建物の強さ」、変らぬメーカーの「信頼・アフターサービス」、

外からの「災害に対する安心」、建物の「基本性能の質」が長い年月を過ごす二世帯同居型住

宅評価の真骨頂。

変わらず家族を支える大きな安心が二世帯同居家族に満足を与えている。

建物の良かった点は「耐震性」「耐火性」という予期せぬアクシデントへの安心がトップに評価される。だ

から「長期にわたって住める」ことへの評価につながっている。

そしてそれを心理的にもシステムとしても安心として支える「アフターサービス」、日常的環境を支える「断

熱性」「遮断性」が二世帯の満足をつくり出している。

年代でみると若干、若い世帯で「日常の安全性」「耐火性」などへの評価が上の世代より低くなっている。

二世帯同居に満足の高い層では「長期にわたって住める」「メーカーのアフターサービス」などへの評価

がより高くなっている。

▲ ▲ ▲

▲

（20％以上）
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二世帯同居型住宅（ハード／ヘーベルハウス）の不満点

長い間に建物は変わらずとも、家族のかたちは変わっていく。

変わらぬ建物の良さを活かして、変わる家族のかたちを受けとめるリニューアル

プログラムを。

建物の不満点としては「間取（使い勝手や収納）」への不満が高い。

二世帯同居に不満な世帯では建物への不満としてこの「間取（使い勝手や収納）」への不満が極端に高く

なっている。

二世帯同居不満層では他にも「増改築しやすい構造」「外装・屋根の耐久性」「遮音性」など建物への不

満が高くなっている。

「間取（使い勝手や収納）」の不満は「息子夫婦同居」者や40坪未満建坪者で高く、生活の分離や物理的

制約と連動していると思われる。

子世帯

Q3.「ＨＨ」不満点
全体 遮音性 断熱性 間取り

（使い勝
手や収納
等）

インテリ
ア

増改築し
やすい構
造

外装・屋
根の耐久
性

ベラン
ダ・陸屋
根の防水
性

子世帯全数 307 17.3 17.6 45.6 20.5 25.4 19.5 20.2
同居状況 同居継続者 209 18.2 16.7 47.8 19.6 24.4 19.6 20.1
F4-2 現在非同居者 98 15.3 19.4 40.8 22.4 27.6 19.4 20.4
　　現時点の 息子夫婦同居 157 17.2 15.9 51.6 19.1 26.1 19.1 19.7
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 21.2 19.2 36.5 21.2 19.2 21.2 21.2
　　現時点 40代以下 70 18.6 18.6 50.0 14.3 21.4 15.7 17.1
　　子世帯妻の年代 50代 106 19.8 15.1 48.1 24.5 29.2 22.6 22.6
　　(Q38-8) 60代以上 20 10.0 15.0 45.0 25.0 10.0 15.0 15.0
　　現時点/二世帯同居 40坪未満 43 25.6 23.3 60.5 14.0 20.9 14.0 18.6
　　最終時点の 40～50坪未満 61 13.1 11.5 44.3 18.0 27.9 16.4 13.1
　　延床面積 50～60坪未満 50 18.0 22.0 48.0 22.0 24.0 24.0 18.0
　　(F7-2) 60坪以上 44 18.2 11.4 43.2 25.0 25.0 25.0 34.1
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 21.6 11.8 49.0 23.5 23.5 13.7 15.7
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 23.1 19.2 48.1 21.2 19.2 21.2 19.2
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 8.3 16.7 41.7 20.8 25.0 12.5 20.8
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 13.8 20.7 44.8 12.1 24.1 24.1 20.7
  台･浴･玄は共用、子世帯ﾐﾆｷｯﾁﾝ 15 26.7 6.7 53.3 26.7 33.3 33.3 26.7
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 16.1 19.6 41.1 17.9 17.9 17.0 13.4
　　満足度 少し満足 53 15.1 11.3 49.1 22.6 28.3 20.8 28.3
　　(Q6) 不満者計 34 29.4 17.6 70.6 23.5 44.1 32.4 32.4

同
居
継
続
者
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子供・祖父母同居による良い影響

「思いやり」など情緒効果と「しつけ／礼儀」など形態効果があると評価されている。

年代別には小さい子供がいる方が良い影響があるとされる。

共用部分の多い住宅のユーザーほど子供教育への影響がよいとされる。

心

感受性豊かな子供に育つ

高齢者や弱者に思いやりのある子供に育つ

家系への理解が深まり、家族の一員としての意識が高まる

地域社会や親類との関係を大事にする子供に育つ

33
71
37
16

34
59
34
18

形
料理、裁縫などを身につけ、生活能力のある子供に育つ

しつけや礼儀をわきまえた子供に育つ

　8
30

10
26

そ
の
他

死に対する心構えを早くから持つ子供に育つ

その他（具体的：　　　　　）

22
　3

12
　4

特にない 　7 15

子供はいないので答えられない 　6 　7

（子世帯） （親世帯）

子世帯

Q16.子供と祖父母の同居での良い影響
全体 感受性豊

かな子供
に育つ

高齢者や
弱者に思
いやりの
ある子供

家系への
理解が深
まり、家
族の一員

地域社会
や親類と
の関係を
大事にす

料理、裁
縫などを
身につ
け、生活

しつけや
礼儀作法
をわきま
えた子供

死に対す
る心構え
を早くか
ら持つ子

子世帯全数 307 33.2 71.0 36.5 16.3 7.8 30.3 22.1
同居状況 同居継続者 209 33.0 70.3 34.9 15.3 7.2 31.1 15.8
F4-2 現在非同居者 98 33.7 72.4 39.8 18.4 9.2 28.6 35.7
　　現時点の 息子夫婦同居 157 31.2 69.4 35.7 17.2 3.2 28.7 14.6
　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52 38.5 73.1 32.7 9.6 19.2 38.5 19.2
　　現時点 40代以下 70 45.7 70.0 41.4 17.1 8.6 31.4 15.7
　　子世帯妻の年代 50代 106 27.4 73.6 31.1 15.1 7.5 34.9 17.0
　　(Q38-8) 60代以上 20 30.0 60.0 25.0 15.0 0.0 15.0 10.0
　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51 25.5 60.8 45.1 9.8 5.9 39.2 9.8
　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52 32.7 69.2 32.7 7.7 3.8 26.9 19.2
　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24 41.7 79.2 29.2 12.5 4.2 37.5 20.8
  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58 31.0 74.1 32.8 25.9 10.3 25.9 17.2
  台･浴･玄は共用、子世 15 60.0 66.7 26.7 33.3 13.3 46.7 20.0
　　二世帯同居生活 かなり満足+満足 112 37.5 72.3 41.1 21.4 8.9 35.7 19.6
　　満足度 少し満足 53 34.0 71.7 34.0 1.9 3.8 28.3 13.2
　　(Q6) 不満者計 34 23.5 70.6 14.7 17.6 5.9 26.5 8.8

同
居
継
続
者
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第四章
20年間二世帯生活への

サクセスケース（上手な人）
／フェイルアケース（失敗した人）
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１．二世帯同居の不満はどんなところに出てくるか

不満者には色々の要素で不満が噴出してくる

二世帯同居に不満としている世帯の不満要素で特に高いものは以下のとおり。

1. 日常的に気遣いが増える

2. 親世帯の世話で負担が重くなる

3. 生活時間やリズムが違う

3. 生活の干渉を受けやすい

3. 外出やレジャーが自由に楽しみにくい

6. 友人や自分の親戚との交流に気をつかう

7. 生活全般に対する価値観が違う

8. 家事の負担が重くなる

8. 世帯間のプライバシーが確保できない

10.ご主人（妻）と親との板挟みになる

反対にいえば、以上の事柄を上手く流していける世帯では二世帯同居の生活の満足を高くやっ

ていける世帯

1.家事のやり方が合わない

2.食事の好みなどが違う

3.生活全般に対する価値観が違う

4.言葉遣いや礼儀作法などの考え方が違う

5.子供の教育やしつけの考え方が違う

6.生活時間やリズムが違う

7.家事の負担が重くなる

8.親世帯の世話で負担が重くなる

9.友人や自分の親戚との交流に気をつかう

10.親子間に遠慮がなくなり甘えが生じる

11.経済的な負担が重くなる

12.日常的に気遣いが増える

13.世界間のプライバシーが確保できない

14.生活の干渉を受けやすい

15.相手世帯の来客に気を遣う

16.外出やレジャーが自由に楽しみにくい

17.自分の1人の時間が持ちにくい

18.親戚や近所付き合いが多くなる

19.ご主人（妻）と親との板挟みになる

二世帯同居に不満の人の不満要素（現在）

18 5
18 9
47 14
18 3
29 5
56 21
35 5
62 12
50 12
15 3
15 1
71 24
35 10
56 15
47 7
56 13
27 8
24 5
32 7

不満世帯

満足世帯

不
満
者

満
足
者
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２．二世帯同居に満足の高い世帯の「二世帯同居でよい点」

二世帯同居の満足世帯は「家族の急病の時」「安心して外出や旅行」

を筆頭に多くのメリットがあげられている。

二世帯同居に満足の高い世帯では「よい点」として以下の項目でよりメリットを享受できている。

1. 安心して旅行や外出ができる

2. 伝統的な文化や習慣、生活の知恵を吸収できる

3. 家族的な雰囲気で団らんを楽しめる

4. 快適な住まいや環境が得られる

5. 精神的な充足や張り合いがある

二世帯同居に不満な世帯でも二世帯のメリットとして「自分や家族の急病の時など心強い」「冠婚葬祭な

どの対応がわかる」「子供の精神的成長に役立つ」はあげられている。

どうせ二世帯同居を続けているなら、満足の高い生活をおくれた方がハッピーであるし、精神的な負担・

不満などを感じぜず過ごせる世帯もあることで解決策の模索は価値あることと云える。

1.自分や家族の急病の時など心強い

2.安心して旅行や外出ができる

3.家事に協力してもらえる

4.家族的な雰囲気で団らんを楽しめる

5.精神的な充足や張りあいがある

6.子供の世話をしてもらえる

7.子供の精神的な成長に役立つ

8.自分が仕事を続ける上で不安がない

9.伝統的な文化や習慣、生活の知恵を吸収

10.冠婚葬祭などの対応がわかる

11.家計を助け合い、経済的に楽になる

12.快適な住まいや環境が得られる

二世帯同居に満足な世帯の良かった点（現在）

50 68

35 62

9 24

9 32

3 26

6 21

29 38

12 21

9 34

29 40

15 24

3 28

満足世帯

不満世帯

不
満
者

満
足
者
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３．二世帯同居の満足を分ける住い方属性

1.　親子関係 娘夫婦同居の方が満足度は高い。

2.　年　　　代 若い世帯の方が若干満足度は高い。

3.　建　　　坪 建坪の大きい世帯ほど満足度が高い傾向

4.　台・浴・玄分離 • 「台所・浴室・玄関が共用で子世帯にミニキッチン」世帯では満足

度が低い。

• 積極的に二世帯同居に満足と答えている世帯は、「台所・浴室・

玄関の分離」世帯となっている。

全体

子世帯全数 307

　　現時点の 息子夫婦同居 157

　　親子関係(F4-2) 娘夫婦同居 52

　　現時点 40代以下 70

　　子世帯妻の年代 50代 106

　　(Q38-8) 60代以上 20

　　現時点/二世帯同40坪未満 43

　　最終時点の 40～50坪未満 61

　　延床面積 50～60坪未満 50

　　(F7-2) 60坪以上 44

　　同居当初の 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来不可 51

　　二世帯分離状態 台･浴･玄は各世帯１つ、行き来可 52

　　(Q20) 台･浴は各世帯に１つ、玄関は共用 24

  台は各世帯に１つ、浴･玄は共用 58

  台･浴･玄は共用、子世 15

同
居
継
続
者

9.1

10.8

9.6

14.3

9.4

10.0

9.3

8.2

14.0

11.4

11.8

19.2

12.5

5.2

0.0

44.3

41.4

48.1

45.7

44.3

40.0

44.2

42.6

48.0

36.4

49.0

32.7

41.7

43.1

33.3

25.1

22.9

32.7

21.4

25.5

25.0

25.5

28.8

33.3

22.4

26.7

満足かなり満足 少し満足
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「二世帯同居の積極的満足評価世帯」は「建物」に対する満足度も積極的に高く他層に比べ大

きな差となっている。

４．「建物」の満足と大きく関わる「二世帯同居」の満足

二世帯同居「かなり満足＋満足」 （112）

二世帯同居「少し満足」 （ 53）

二世帯同居「不満」 （112）

2.9

23.5

34.0

58.921.4

3.8

「建物」
かなり満足

「建物」
満足

５．二世帯同居のメリットを色々享受する「娘夫婦同居」

娘夫婦同居の場合、二世帯同居の色々な要素でそのメリットを高く期待しており、生活を続け

ても良い点を多く持っている

同居当初二世帯同居の良い点 娘夫婦同居 息子夫婦同居

１．自分や家族の急病の時など心強い ９０ ８１

２．安心して旅行や外出ができる ８１ ６４

３．子供の世話をしてもらえる ６２ ３２

４．子供の精神的な成長に役立つ ６０ ４１

５．家事に協力してもらえる ５４ ２０

６．自分が仕事を続ける上で不安がない ４８ １８

７．家計を助け合え、経済的に楽になる ３９ １９

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞
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基本的に優しく、おもいやりの方向性として二世帯型同居に向いた家族が、ヘーベリ

アン二世帯型同居のユーザーであるといえます。

しかし、一緒にいることが家族のかたち、あるいは寄り添い助け合い励ましあうのが家

族の本来のかたち、であることも間違いない事実と言えます。

とても高い満足度をもたらす、二世帯型同居のヘーベリアンの先輩方に二世帯型同

居のメリット、うまく生活をプランしていく“コツ”を教えていただきました。

ヘーベルハウスという長い家族生活を支え、満足度の高い容器を得て、条件や資質

がもともとあるヘーベリアンですが、やはり人間どうし、“うまくやるコツ”はある様です。

か た ち

う つ わ

第五章 二世帯同居生活のコツ（先人の教え）
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１．二世帯同居生活での「理想」のルールの決め方

同居当初に話しあって決めていた方がよい「親子のルール」がある。そして、

生活上の不満や問題ははっきり話しあい「解決策を考える」ことが、うまくやるコツ。

20年間二世帯同居を続けた家族の意見として、二世帯同居生活で理想のルールとして「同居当初に話

し合って決めていた方が良いものがあるとしている。

１番めは「費用負担に関するルール」である。

２番め、３番めとして「家事に関するルール」「共用空間の使い方に関するルール」があげられている。

４番めとしては「子供（孫）の教育に関するルール」、５番めとして「二世帯の交流に関するルール」である。

以上のルールの決め方は子世帯の方が親世帯より「同居当初に決めていた方がよい」と高く評価してい

る。

又以上のことは20年を経て「理想のルールの決まり方」として評価されたもので、この家族も実際とは20

年前の同居当初にはしておけなかったルールである。

　二世帯同居生活での理想のルールの決まり方（Ｑ３４）　
・　・

同居当初に話し合っ
て決めた方が良い

なんとなく決まる
感じがよい＋

（91）

（91）

（92）

（91）

（83）

（82）

（83）

（85）

（83）

（70）

子世帯 親世帯

なんとなく決まる
感じがよい＋

46

42

62

29

30

61

59

79

44

51

ａ．家事に関するルール

ｂ．共用空間の使い方に関するルール

ｃ．費用負担に関するルール

ｄ．二世帯の交流の仕方に関するルール

ｅ．子供（孫）の教育に関するルール

→

→

→

→

→
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２．二世帯同居生活での不満や問題点の理想の対処法

我慢をして時間解よりも「話し合い解決策を考えるのがよい」

特に「費用負担に関する不満や問題点」は我慢より「お互いにはっきり不満や問題点を話し解決策を考え

るのがよい」と評価している。

その他「家事に関する不満や問題点」「共用空間の使い方に関する不満や問題点」も同様に「話し解決案

を考えるのがよい」とされている。

ｆ． 家事に関する不満や問題点

ｇ．共用空間の使い方に関する不満や問題点

ｈ．費用負担に関する不満や問題点

ｉ． 二世帯の交流の仕方に関する不満や問題点

ｊ． 子供（孫）の教育に関する不満や問題点

お互いにはっきり
不満や問題点を
話し解決案を考
えるのがよい

子世帯

→

→

→

→

→

　二世帯同居生活での不満や問題点の理想の対処法　
・　・

我慢をしていれば
時間が解決してくれ
るので成行きにまか
せるのがよい

18

21

7

28

20

9

8

7

10

11

61

59

79

44

51

不満や問題点が
改善されない場合は
別居も念頭においた
方がよい

親世帯
お互いにはっきり
不満や問題点を
話し解決案を考
えるのがよい

我慢をしていれば
時間が解決してくれ
るので成行きにまか
せるのがよい

5

3

4

3

5

・　・　・　・　・

26

34

17

40

35

53

50

64

43

39

不満や問題点が
改善されない場合は
別居も念頭においた
方がよい

なるべくその場で解決をはかることがよいとされる。
　 話し合いを設定する実子（息子、娘）の役割は重要。
　 又、当事者同志のフランクな話し合いも大切。

その場、即決派（子）

我慢も大切派（親）

・　・　・
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３．二世帯同居生活のコツ（先人の教え）

ヘーベリアン20年の先輩がアドバイスする「二世帯が快適に暮らすための条件」

「一番大切なことは思いやり。でもそのためにそれぞれの家庭が独立し、深くは干渉しない」

OAからの抜粋／アドバイス

良い意味の互い（親子）の独立良い意味の互い（親子）の独立

干渉しない、プライバシーを尊重、依存しすぎない。

生活の独立　ハード　：　玄関、台所、風呂、トイレ

　　　　　　　　 生　活　：　公共料金、関わり方、ルール

　　　　　　　　　　　　　　　生活リズム、食の好み、時間のズレ

物理的、精神的に一定の距離をおくのが“うまくいくコツ”

それぞれの家庭が独立していることが長続きすることにつながる

価値観が違うことを頭に入れておき、甘えない。

・いつも笑顔で話すよう心掛ける。少々のことは気にしない。時が経てば笑い話。挨拶は

しっかりする。子供に親の悪口を言わない。ありがとうを言葉や態度であらわす。

家族の将来に渡る大きな流れ（変化）に対応
できるよう当初から考えておく

家族の将来に渡る大きな流れ（変化）に対応
できるよう当初から考えておく

家族構成、年齢、生活の仕方

自分（子世帯）の老後（老化？）についての考慮、２０年の間に充分高齢化する

生活習慣が違うことを親子互いに認め合う

成長する家族を考えた間取り

荷物はどうしても増えるので収納はできるだけタップリ

お互い年を取るのでバリアフリー、介護のしやすい造り

生活の「時間」「音」を気にせずすむように

住む前に最初からルール、決めなくてはいけない
ことなど、いろんな事を話し合うことがとても大事

住む前に最初からルール、決めなくてはいけない
ことなど、いろんな事を話し合うことがとても大事

年が経つにつれて生活の時間やリズムが違ってくる

まず若夫婦でよく話し合い、二人の意見を一致しておくことが大事

親を立てなければいけない時もあり、一歩も二歩も下がる時も必要

お互いに目をつぶる時にはつぶる、我慢する時には我慢する

時々においては話し合いが必要

どうしようと迷った時点で問題を出し、みんなで話し合うことが大切。後々まで尾をひかないよ

うになるべく早く解決することが大切。

必要な時は手助けし、また深く干渉しないこと。

庭掃除など、お互いの責任分担による仕事は予めルールを確立しておくこと

同じ屋根の下に暮らす限り、不満は必ずあると心得た方が良い。
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３．二世帯同居生活のコツ（先人の教え）

①人間（じんかん）　②ハード（建物）　③負担分担　④時間要素　の

４つの視点からの二世帯同居生活をうまくやるコツ

「二世帯同居生活」のソリューション（改めて、２０年間をふりかえってみてのコツとは）

人間要素人間要素
（じんかん）

個人の努力・エネルギーが不可欠
　（二世帯同居をするからには覚悟が必要）

・プライバシー
・非干渉
・人格（個性）尊重

互いの

来客

への
鷹揚さ

あ
る
距
離
を

子供

子供
道具論

の成長
への喜び
共有

親
世
帯

子
世
帯

緊急時の助け合い
不満の話し合い・言い合い

孫による
間接リレーション
　　　　　が生じる

思いやり

我慢

け
じ
め
を

ルール決め
あいさつの礼儀

ハード要素ハード要素

当初のアドバイス
（分離度診断システム）
／２０年同居生活変化シュミレーション

上下の
　遮音
　　問題

互いの客
　／子供の友達

１Ｆ

＝

更に、将来を
想定した設計を

分離度を
大きく

２Ｆ

ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ
ｺﾝｾﾝﾄ方式を

☆諸条件を考えつつも、

できるだけ分離度を大

きくすることが大切
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負担要素負担要素

１Ｆ

２Ｆ

☆どちらかが損をしている気分はマズイ

「ルール」の決定／
　　　「不満点」の徹底した話し合い

① 20年間マップの必要性　　　
　　　　　　　　予定調和的におこる“いいこと／よくないこと／不測のこと”を初年度に示すことが大切

［　　　相当な「営業支援」になる／旭＝ロング二世帯のプロイメージづくりにも貢献］

② 「二世帯の賢い住み方コンサルタント」（営業が兼務?!）が一定のフォーマット／チェックリストで

　　20年間をシミュレーションしてやること大切

③ トラブルは当然と思うこと。同時に「たまたま近くにいる、スタイルの違う親子世帯同志」といった
　　緊張感のある関係で何事も処理することが大切

生活対応リフォーム

「ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌ」のｿﾌﾄﾒｿｯﾄﾞ

・分離度部分…
・水まわり…
・子供部屋…

相続ルール

・子供間の話し合い
・土地、建物の整序

家族成長ルール

・子供大きく（部屋要）

高齢化ルール

健康介護への誠意・支え

生活パターンの違い
増大への覚悟

e.g.子供遅い

　　　　　／友人来る
e.g.奥様仕事

親は死亡

スペース
の

譲り合い

経済的
　　分担
　　　均等感

手間・分担
均等感

生活費
ﾘﾌｫｰﾑ・ﾒﾝﾃ費

（助け合え
　てる感じ）

時間要素時間要素
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第六章
二世帯同居生活への本音

（本当は／理想は）
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１．将来の生活

「できるだけこの家に長く住み続けたい」意向は極めて強い。

「この土地・地域には愛着があり、離れたくない」も同様に強い。

やはり親世帯の方が積極的にそう思っているが「できるだけこの家に長く住み続けたい」と９割の世帯がそ

う考えている。

「可能なら転居ということを考えてもよい」は積極的に「かなりそう思う」は子世帯で４％、親世帯では１％に

過ぎない。ここまでくれば愛着もあるし、今さらということはあるらしい。

しかし、「自分の子供との２世帯住宅として使っていきたい」と考える子世帯は「かなりそう思う13％」と積極

的には思っていない。「少しそう思う」を入れて40％。

同様に「この家の将来のことは子供たちにまかせたい」も積極的に「かなりそう思う」は24％、「少しそう思う」

を入れて49％と約半分。

ただし子世帯では「メンテンナンス・リフォームを実施して快適さ・便利さを確保したい」は少しそう思うを入

れて78％の世帯が考えている。

57

28

46

27

4

24

13

かなり
そう思う

少し
そう思う＋

（86）

（73）

（78）

（61）

（29）

（49）

（40）

子世帯 親世帯

77

21

72

35

1

70

（－）

　　　　　少し
　　　　　　そう思う＋

（90）

（48）

（87）

（52）

（ 9）

（88）

（－）

かなり
そう思う

ａ．できるだけこの家に長く住み続けたい

ｂ．ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・ﾘﾌｫｰﾑを実施して快適さ・便利さを確保したい

ｃ．この土地・地域には愛着があり、離れたくない

ｄ．この家を自分の余暇・自由時間本位に使っていきたい

ｅ．可能なら転居ということを考えてもよい

ｆ ．この家の将来のことは子供たちにまかせたい

ｇ．自分の子供との二世帯住宅として使っていきたい

→

→

→

→

→

→

→

55 49 63 55 49 62 45 55

26 16 33 20 26 23 29 28

46 44 49 50 45 50 38 41

24 13 29 35 20 23 17 31

4 6 4 0 4 2 0 3

23 17 26 25 14 25 42 16

13 13 14 10 12 17 13 9

～
４
０
代

５
０
代

６
０
代
～

完
全

準玄
の
み

玄
・浴

年代 分離度同居継続者
の子世帯

かなり
そう思う

ａ．できるだけこの家に長く住み続けたい

ｂ．ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・ﾘﾌｫｰﾑを実施して快適さ・便利さを確保したい

ｃ．この土地・地域には愛着があり、離れたくない

ｄ．この家を自分の余暇・自由時間本位に使っていきたい

ｅ．可能なら転居ということを考えてもよい

ｆ ．この家の将来のことは子供たちにまかせたい

ｇ．自分の子供との二世帯住宅として使っていきたい

→

→

→

→

→

→

→

子世帯の属性別意向
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２．将来のリフォーム意向

今現在、しっかりした予定行動として大きなリフォームについて計画にのせている世帯はさほ

ど多くはない。

二世帯間の分離（共用・専用）を変更する「玄関のリフォーム」を将来予定している世帯は３％、「予定は

ないが興味がある」世帯を加えても13％。

二世帯間の分離を変える「浴室のリフォーム」「キッチンのリフォーム」もほぼ同様の「予定」は共に４％、

「予定はないが興味がある」を加えても共に14％。

建替えについては「将来予定」３％、

賃貸については「将来予定」３％、「予定はないが興味あり」も３％。

売却については「将来予定」１％、「予定はないが興味あり」も４％。

二世帯間の分離状態（共用・専用）を変更する
　　　　　　「玄関」のリフォームについては
二世帯間の分離状態（共用・専用）を変更する
　　　　　　「浴室」のリフォームについては
二世帯間の分離状態（共用・専用）を変更する
　　　　　　「キッチン」のリフォームについては

建替えについては

賃貸については

売却については

3

4

4

3

3

1

将来予定
している ＋

（13）

（14）

（14）

（11）

（ 6）

（ 5）

　将来のリフォーム（Ｑ２７）　 予定はないが
興味がある ＋

少し興味
がある

（20）

（22）

（23）

（18）

（12）

（10）
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実は、良くできたヘーベリアンの皆様もできれば「独立住宅でやり直したい」と

半分の方が思っている。自分の子供が世帯を持っても、「ひとつの建物での同居」を望むヘー

ベリアンの子世帯は１／３（34％）。

20年をやって来た世帯ですが、「やり直せるならしてみたい別離」として、二世帯同居住宅は44％、独立

住宅希望は半数以上となっている。

二世帯同居型住宅でも「台所・浴室・玄関が各世帯に１つずつある二世帯分離住宅」の意向が高くなっ

ている。

独立住宅としては「同じ土地に独立二棟」が全体の約３割を占め高い。その他は「近所に18％」「ふつう

の別居９％」となっている。

子世帯の子供との同居は「別居、別棟独立」が２／３を占め、独立の意向が高い。１／３は二世帯同居

型住宅希望である。その中でも「台所・浴室・玄関が各世帯に１つずつある二世帯分離型住宅」が望ま

れている。

同居したい子供は

息子

娘

二世帯イヤ

２３％

３４

３８

（参）

9 9

18
27

29

28

6

3

36
30

2

1

7%

40%

49%

現在
やり直せるなら

してみたい別離

子世帯奥様

「自分の子供と」

ふつうの別居

近所に

同じ
　土地に
　　独立ニ棟

ふつうの別居

近所に

同じ土地に
　　独立ニ棟

64％

台所・浴室・玄関
が各世帯に１つ
ずつある二世帯
分離型住宅

台所は各世帯
に浴室や玄関
など一切が
共用

台所・浴室・
玄関を共用

二世帯同居
型住宅
希望

別居、別棟
別居希望

マンション　　　　　一戸建　　　　　その他　　　　　不明

27 63 6 4

　マンション生活への意向（Ｑ３１）　

３．やり直せるならば「してみたい住い方」
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別居希望は多い。

20年間二世帯をしてきた人（ベテランヘーベリアン）の意見として“きわめて重いもの”がある。

100点満点のソリューションではないが「完全分離」方式はそれなりの役割を果たしてきたといえる。

土地さえあれば「同じ土地独立二棟」方式はきわめてよいソリューションといえそうだ。

完全分離→ 同の歩どまりは40％前後、ついでｂ、ｃが多い。

共用　→ 同のｅ，ｆへの歩どまりは20％前後と少ない。完全分離希望が多い。

現在分離者

現二世
帯継続

完全 準
(往来可)

玄
のみ

玄・浴
共用 ～40代 50代 60代～

ａ．台所、浴室、玄関はいずれも共用の住宅 7 8 6 4 10 4 9 10

ｂ．台所は各世帯に１つずつあるが、浴室や
玄関など一部が共用である住宅

20 14 27 21 17 24 18 15

ｃ．台所、浴室、玄関が各世帯に１つずつある、
二世帯分離型住宅

26 35 21 25 21

29 31

19 28 35

ｄ．同じ土地に親世帯と子世帯の独立した
二棟の住宅

36 39 44 40 35 30

ｅ．簡単に行き来可能な近いところに住む
（近居）

7 0 2 13 17 7 7 5

ｆ．ふつうの別居（離れて住む） 3 0 0 4 3 6 1 5

現年代別
現同居継続子世帯の属性別意向


